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4 月から炭にできるごみへ細分化
4 月からの指定管理者が決定
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に
で
き
る
ご
み
へ
細
分
化

4 月から

　

ご
み
の
埋
立
処
分
を
行
う
最
終
処
分
場
を

長
持
ち
さ
せ
る
た
め
、
町
で
は
4
月
か
ら

新
た
に
、
炭
に
で
き
る
ご
み
の
炭
化
処
理
を

行
い
ま
す
。
毎
年
ご
み
を
約
1
5
0
0
ｔ

埋
め
立
て
処
分
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
う

ち
約
1
3
0
0
ｔ
の
ご
み
を
、
資
源
と
し

て
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

炭
化
処
理
後
は
、
炭
を
土
壌
改
良
剤
や
融
雪

剤
な
ど
と
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
還
元
す

る
予
定
で
す
。

　

最
終
処
分
場
は
、
あ
と
数
年
で
満
杯
に

な
り
、
新
た
に
処
分
場
を
建
設
す
る
に
は
、

10
億
円
以
上
の
費
用
が
か
か
る
と
見
込
ま
れ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
炭
化
処
理
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
処
分
場
の
建
設
を
20

年
以
上
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
、
町
民
の

皆
さ
ん
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。　

循
環
型
社
会
の
実
現
の
た
め

新
た
な
ご
み
の
分
別
を

新しいごみ袋は

3 月 22 日火より販売

埋め立てごみ  をリサイクル

　

町
は
こ
れ
ま
で
に
、
町
内
会
や
自
治
会
、

事
業
所
な
ど
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開
催

し
、
広
報
で
分
別
方
法
変
更
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て

お
り
、
4
月
1
日
よ
り
炭
に
で
き
る
ご
み

の
回
収
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

新
し
い
分
別
の
手
引
書
「
家
庭
ご
み
の
分

け
方
・
出
し
方
」
を
今
号
に
折
り
込
ん
で
い

ま
す
の
で
、「
そ
の
他
の
ご
み
」の
細
分
別（
炭

に
で
き
る
ご
み
・
炭
に
で
き
な
い
ご
み
）
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。



３

炭にできるごみ
・紙類
・木製品
・布類
※衣類などのファスナーやボタ

ンが金属製であれば、そのま
ま袋へ入れて構いません。

炭にできないごみ
・革、ゴム製品
・ビニール製品
・リサイクルマークのない

プラスチック製品
・ガラス製品

4 月から

その他のごみを
2 種類に細分化

※ごみ袋は、今お使いの『その
他のごみ』袋を代用できます。

埋め立てごみ  をリサイクル

そ
の
他
の
ご
み
を
細
分
化

　

今
回
行
わ
れ
る
ご
み
の
分
別
の
変
更
は
、

そ
の
他
の
ご
み
を
細
分
別
す
る
変
更
で
す
。

な
お
、
生
ご
み
や
、
資
源
ご
み
の
分
別
に
つ

い
て
は
一
切
変
更
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
ま
で
分
別
し
て
い
た
だ
い
て
い
た
『
そ

の
他
の
ご
み
』
を
、『
炭
に
で
き
る
ご
み
』

と
『
炭
に
で
き
な
い
ご
み
』
の
２
種
類
に
細

分
化
す
る
も
の
で
す
。
炭
に
で
き
る
ご
み
の

指
定
袋
は
茶
色
、
炭
に
で
き
な
い
ご
み
の
指

定
袋
は
緑
色
と
な
り
ま
す
。
ま
た
現
在
、
皆

さ
ん
が
使
わ
れ
て
い
る
そ
の
他
の
ご
み
袋

は
、『
炭
に
で
き
な
い
ご
み
袋
』
と
し
て
引

き
続
き
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

な
お
、
新
し
い
指
定
ご
み
袋
に
つ
い
て
は

3
月
22
日
㈫
か
ら
各
販
売
店
で
販
売
が
始

ま
り
ま
す
。

　

し
っ
か
り
分
け
て
い
た
だ
く
こ
と
で
ご
み

の
袋
代
は
安
く
な
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。　

【
問
い
合
わ
せ
】

町
環
境
生
活
課
環
境
対
策
グ
ル
ー
プ

☎
�
7
5
1
1



　　

昨
年
11
月
に
募
集
い
た
し
ま
し
た
24
施
設

と
非
公
募
３
施
設
の
指
定
管
理
者
が
、
１
月

19
日
に
開
催
さ
れ
た
町
議
会
臨
時
会
で
決
定

し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

公
募
施
設
は
平
成
23
年
４
月
1
日
か
ら
平

成
28
年
３
月
31
日
ま
で
の
５
年
間
、
ま
た
、

非
公
募
施
設
は
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
の

３
年
間
、
今
回
決
定
し
た
指
定
管
理
者
が
各

施
設
の
管
理
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
公
募
委

員
２
人
、
推
薦
委
員
３
人
、
町
職
員
２
人
、

４

指
定
管
理
者
が
決
定
し
ま
し
た

計
７
人
の
選
定
委
員
と
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
２
人

（
大
学
教
授
・
公
認
会
計
士
）
に
よ
り
、
昨

年
８
月
に
栗
山
町
指
定
管
理
者
選
定
委
員
会

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

選
定
委
員
会
で
は
、
12
月
ま
で
に
計
11
回

の
委
員
会
を
開
催
し
、募
集
前
に
募
集
要
項
・

仕
様
書
の
確
認
や
施
設
の
状
況
調
査
、
選
定

方
法
を
定
め
る
選
定
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
な

ど
を
行
い
、
申
し
込
み
団
体
が
決
定
し
た
後

は
書
類
審
査
や
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
提
案
内
容
を
評

価
し
ま
し
た
。

　

選
定
は
、
各
選
定
委
員
が
選
定
基
準
に
基
づ

く
９
つ
の
審
査
項
目
を
、
５
段
階
で
評
価
を
行

い
、
そ
れ
を
施
設
の
類
型
ご
と
に
設
定
し
た
配

点
に
応
じ
て
得
点
化
す
る
方
法
を
と
り
、
総
合

得
点
が
最
も
高
い
団
体
を
指
定
管
理
者
候
補
者

と
し
て
選
定
し
ま
し
た
。
な
お
、
総
合
得
点
が

60
点
に
満
た
な
い
場
合
は
選
定
し
な
い
も
の
と

し
て
い
ま
し
た
が
、
60
点
に
満
た
な
い
団
体
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
非
公
募
の
３
施
設
に
つ
い
て
も
申

し
込
み
団
体
か
ら
提
案
内
容
の
説
明
を
受
け
、

採
決
に
よ
り
指
定
管
理
者
候
補
者
を
選
定
し
ま

し
た
。

　

今
回
の
募
集
に
あ
た
っ
て
は
、
施
設
の
管

理
運
営
に
利
用
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
の
声
を

反
映
す
る
指
定
管
理
者
協
議
会
の
設
置
を
義

務
付
け
、
き
め
細
や
か
な
情
報
発
信
を
行
う

こ
と
や
、
施
設
の
管
理
運
営
に
対
す
る
意
見

を
伺
う
機
会
を
設
け
る
こ
と
な
ど
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
皆
さ
ん
と
の
連
携
を
密
に
し
た
運

営
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

本
年
４
月
か
ら
町
民
の
皆
さ
ん
、
指
定
管

理
者
、
町
が
連
携
し
、
よ
り
効
果
的
な
施
設

運
営
と
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
る
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

※
指
定
管
理
者
選
定
委
員
会
で
の
選
定
経

過
お
よ
び
結
果
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
ほ
か
、
カ
ル

チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
、
南
部
公
民
館
、
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
ま
ち
の
駅
「
栗
夢
プ
ラ
ザ
」
に
選

定
結
果
報
告
書
を
配
置
し
て
い
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

町
経
営
企
画
課
行
政
経
営
グ
ル
ー
プ

☎
�
7
5
0
3

～
町
民
の
皆
さ
ん
、
指
定
管
理
者
、
町
の
連
携
に
よ
る
施
設
運
営
を
～

4
月
か
ら
の



５

施設名 指定管理者 選定委員会の主な選定理由

ふれあいプラザ
特定非営利活動法人

くりやま

自然環境の専門知識や経験豊富な人材を有し、自然環
境教育活動のさらなる事業展開、特に自然関係団体や
他施設との連携事業、町内小中学校に対する教育的
サービス向上の取り組みなど、本町が進めるふるさと
自然教育をさらに推進する取り組みに期待ができる。

図書館
特定非営利活動法人

くりやま

３年間の実績や司書のさらなる専門性向上への取り組
み、また、町内関係団体との連携による委託事業の適
正な実施と新たな自主事業の提案など、より町民に親
しまれる図書館運営に期待ができる。

勤労者福祉センター 栗山地区連合会
３年間の実績や、これまで独自に取り組まれた施設修繕
や新たな自主事業の実施による利用者拡大の取り組みな
ど、適正かつ効率的な施設の管理運営に期待ができる。

施設名 応募者数 指定管理者
選定委員会

得点 主な選定理由

栗山公園、夕張川河畔広場 1 団体 たかはしダリア 86.6

さまざまな事業展開や多様な情報発信により、
交流人口増に努め、町の活性化を目指す基本的
な考え方に期待ができる。
町全体の観光案内窓口という意識の高い取り組み
や、公園案内所・案内看板・放送設備を充実させ
るなど利用者サービスの向上に期待ができる。

社会教育施設等（８施設）
くりやまカルチャープラザ、
南部公民館、南部地区町民セ
ン タ ー、 農 村 環 境 改 善 セ ン
ター、農村環境改善センター
テニスコート、開拓記念館、
泉記念館、ファーブルの森観
察飼育舎

1 団体 ㈱日東総業 75.9

指定管理責任者として「地域連携推進員」の配
置を計画するなど、主要施設となるカルチャー
プラザ、農村環境改善センター、南部公民館の
３館連携による生涯学習支援活動の事業展開に
期待ができる。

社会体育施設（12 施設）
スポーツセンター、総合グラ
ウンド、栗夢広場、栗山運動
公園、ふじスポーツ広場、ふ
じ交流センター、町民球場、
栗山公園球場、栗山公園弓道
場、栗山水泳プール、角田水
泳プール、継立水泳プール

2 団体

スイテック・
グループ共同事業体

（代表）
㈱ スイテック

（構成団体）
㈲ マルエ渡会興商
長谷川体育施設㈱

72.0

これまでの経験とスポーツプログラマーなどの
人材を生かし、総合型地域スポーツクラブの実
現を意識した事業展開に期待ができる。
全国的に競技場の芝管理など、体育施設の管理
実績を有する専門事業者との共同事業体により、
これまで以上の施設の維持管理に期待ができる。

パークゴルフコース
栗山ダムパークゴルフコー
御園パークゴルフコース

2 団体 クリーンセンター㈱ 77.1

３年間の経験からパークゴルフ場における現状
分析と、それを踏まえた今後の事業展開の具体
的な提案があり、施設の運営に期待ができる。
国際パークゴルフ協会認定のアドバイザーや、
実務経験を有する職員の配置など、利用者サー
ビスや、施設の維持管理の向上に期待ができる。

指定管理者選定結果（非公募施設）4 月から 3 年間

指定管理者選定結果（公募施設）　4 月から 5 年間



■
知
事
・
道
議
選
挙

○
住
所
要
件

　

知
事
選
挙
は
、
3
月
23
日
（
基
準
日
）
現

在
、
道
議
会
議
員
選
挙
は
、
3
月
31
日
（
基

準
日
）
現
在
で
、
本
町
に
引
き
続
き
3
カ
月

以
上
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
方

▼
転
出
さ
れ
た
方

　

知
事
選
挙
は
昨
年
12
月
24
日
以
降
、
道
議

会
議
員
選
挙
は
今
年
1
月
1
日
以
降
に
道
内

の
他
市
町
村
に
転
入
届
（
1
回
に
限
る
）
を

提
出
さ
れ
た
方
は
、
投
票
日
当
日
に
栗
山
町

の
住
ん
で
い
た
住
所
の
投
票
所
、
ま
た
は
、

期
日
前
投
票
期
間
中
に
栗
山
町
の
選
挙
管
理

員
会
で
期
日
前
投
票
所
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
転
出
先
の
市
町
村
で
不
在
者

投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
場
合
も
、転
出
先
の
市
町
村
長
、

ま
た
は
、
そ
れ
以
外
の
市
町
村
長
が
発
行
す

る「
引
き
続
き
住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明
書
」

を
同
時
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▼
転
入
さ
れ
た
方

　

知
事
選
挙
は
昨
年
12
月
24
日
以
降
、
道
議

会
議
員
選
挙
は
今
年
1
月
1
日
以
降
に
、
道

内
の
他
市
町
村
か
ら
栗
山
町
に
転
入
届
を
提

出
さ
れ
た
方
は
、
投
票
日
当
日
に
前
住
所
地

の
投
票
所
、
ま
た
は
、
期
日
前
投
票
期
間
中

に
前
住
所
地
の
期
日
前
投
票
所
で
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
栗
山
町
選
挙
管

理
委
員
会
で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
場
合
も
、
栗
山
町
長
、
ま
た
は
、

そ
れ
以
外
の
市
町
村
長
が
発
行
す
る
「
引
き

続
き
住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明
書
」
を
同
時

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

○
年
齢
要
件

　

平
成
3
年
4
月
11
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

（
平
成
23
年
4
月
10
日
現
在
で
満
20
歳
以
上
）

■
町
議
選
挙

○
住
所
要
件

　

4
月
18
日
（
基
準
日
）
現
在
で
、
本
町
に
引

き
続
き
3
カ
月
以
上
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
方

　

本
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
て

も
、
投
票
日
ま
で
に
他
市
町
村
へ
転
出
さ
れ

た
方
は
町
議
選
挙
の
投
票
は
で
き
ま
せ
ん
。

今
回
新
た
に
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
方
は
、
下

表
の
縦
覧
日
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

○
年
齢
要
件

選 挙 名 登録基準日
新 登 録 者

名簿縦覧日 名 簿 縦 覧
時間・場所投 票 日 現 在

満 20 歳以上の方 転入した方

知　事 3 月 23 日㈬
平 成 3 年 4 月 11 日

までに生まれた方

昨年 12 月 23 日までに

転入届をした方
3 月 24 日㈭ 午前 8 時 30 分～

午後 5 時

役場住民福祉課

および

南部公民館

道　議 3 月 31 日㈭
昨年 12 月 31 日までに

転入届をした方
4 月 1 日㈮

町　議 4 月 18 日㈪
平 成 3 年 4 月 25 日

までに生まれた方

今年 1 月 18 日までに

転入届をした方
4 月 19 日㈫

4
年
に
一
度
の
統
一
地
方
選
挙
は
、
こ
れ
か
ら
の
北
海
道
や
栗
山
町
の
方
向
を
を
決
め
る
重

要
な
選
挙
で
す
。
貴
重
な
一
票
を
無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
、
皆
さ
ん
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

６

4 月 10 日㈰ 投票日  午前 7 時から午後 7 時まで

　●北海道知事選挙／告示日 3 月 24 日㈭
　●北海道議会議員選挙／告示日 4 月 1 日㈮

4 月 24 日㈰ 投票日  午前 7 時から午後 7 時まで

　●栗山町議会議員選挙／告示日 4 月 19 日㈫



　

平
成
3
年
4
月
25
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

（
平
成
23
年
4
月
24
日
現
在
で
満
20
歳
以
上
）

■
期
日
前
投
票

　

投
票
日
当
日
に
仕
事
、
旅
行
な
ど
の
理
由

で
投
票
で
き
な
い
方
は
、
期
日
前
投
票
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
入
場
券
の
裏
面
の
宣

誓
書
に
記
入
し
て
い
た
だ
く
だ
け
で
投
票
で

き
ま
す
。（
事
前
に
記
入
し
て
持
参
い
た
だ
く

と
、
短
時
間
で
投
票
で
き
ま
す
。）
な
お
、
期

日
前
投
票
を
行
う
日
に
お
い
て
、
ま
だ
選
挙

権
を
有
し
て
い
な
い
方（
20
歳
未
満
の
方
）は
、

期
日
前
投
票
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
場
合
は
、

不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

町
選
挙
管
理
委
員
会
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

■
不
在
者
投
票

○
病
院
・
施
設
に
入
院
・
入
所
中
の
方

　

病
院
に
入
院
や
施
設
に
入
所
し
て
い
る
た

め
、
投
票
所
へ
行
け
な
い
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の

病
院
や
施
設
に
申
し
出
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
こ

で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
仕
事
先
・
旅
行
先
で
の
不
在
者
投
票

　

仕
事
や
旅
行
で
町
外
に
滞
在
し
て
い
る
方

は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
に
不
在
者
投
票
の

請
求
手
続
き
を
し
て
、
郵
便
で
投
票
用
紙
な

ど
の
交
付
を
受
け
、
滞
在
先
の
市
町
村
で
投

票
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

次
に
該
当
す
る
方
で
郵
便
に
よ
る
不
在
者

投
票
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に
郵
便

等
投
票
証
明
書
の
交
付
手
続
き
が
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
町
選
挙
管
理
委
員

会
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

▼
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
（
両
下
肢
・
体

幹
・
移
動
機
能
の
障
が
い
）、１
・
３
級
（
心
臓
・

腎
臓
な
ど
の
内
臓
障
が
い
）、
１
〜
３
級
（
免

疫
・
肝
臓
の
障
が
い
）
を
お
持
ち
の
方

▼
介
護
保
険
の
要
介
護
状
態
区
分
が
、
被
保

険
者
証
要
介
護
５
の
方

■
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
の
で
き
る
期
間

○
そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙
の
告
示
日
の
翌
日
か
ら

投
票
日
の
前
日
ま
で
。

○
受
付
時
間
は
、
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後

8
時
ま
で
の
間
、町
選
挙
管
理
委
員
会
室（
役

場
旧
庁
舎
1
階
）
で
行
っ
て
い
ま
す
。（
土
・

日
曜
日
も
投
票
で
き
ま
す
。）

■
投
票
所
・
入
場
券

○
投
票
所
入
場
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
指
定

の
投
票
所
で
投
票
く
だ
さ
い
。

○
知
事
・
道
議
選
挙
の
入
場
券
は
4
月
1
日

㈮
こ
ろ
、
ま
た
、
町
議
選
挙
は
4
月
19
日
㈫

こ
ろ
に
郵
送
し
ま
す
。

○
入
場
券
は
大
切
に
保
管
し
、
投
票
日
に
忘

れ
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
も
し
紛
失
し
た

り
、
当
日
忘
れ
た
方
は
、
投
票
所
の
受
付
に

申
し
出
て
再
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
開　

票

　

開
票
は
そ
れ
ぞ
れ
投
票
日
当
日
の
、
午
後
8

時
か
ら
町
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

７

　

次
の
通
り
説
明
会
を
行
い
ま
す
の

で
、関
係
者
は
お
集
ま
り
願
い
ま
す
。

○
日
時　

3
月
29
日
㈫  
午
後
1
時
30
分

○
場
所　

役
場
第
1
会
議
室
（
3
階
）

50 60 70 80 90 100

平成 19 年

平成 15 年

平成 11 年

平成 7年

平成 3年

50 60 70 80 90 100

平成 19 年

平成 15 年

平成 11 年

平成 7年

平成 3年

50 60 70 80 90 100

平成 19 年

平成 15 年

平成 11 年

平成 7年

平成 3年

　
　
　
　
　
　



　

役
場
庁
舎
の
担
当
課
に
直
接
電
話
が
か
け

ら
れ
る
「
直
通
電
話
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
代
表
電
話
に
お
電
話
を
い

た
だ
き
、
電
話
交
換
手
が
ご
用
件
を
お
伺
い

し
て
担
当
課
に
お
つ
な
ぎ
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
後
は
ご
用
件
の
あ
る
担
当
課
に
直
接
電
話

を
か
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
直
通
電
話
番
号
を
ご
利
用
い
た

だ
く
こ
と
で
、
お
取
り
次
ぎ
時
間
が
短
縮
し
、

通
話
料
金
が
節
減
で
き
る
こ
と
や
、
町
の
電

話
交
換
業
務
を
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

役
場
に
電
話
を
お
か
け
の
際
に
は
、
ぜ
ひ

直
通
電
話
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
問
い
合
わ
せ
先
が
わ
か
ら
な
い
と

き
や
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
な
ど
役
場
が
閉

庁
し
て
い
る
と
き
は
、
従
来
ど
お
り
役
場
代

表
電
話
☎
�
1
1
1
1
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
役
場
か
ら
皆
さ
ん
に
電
話
を
か
け
た
場
合

は
、
各
担
当
課
の
電
話
番
号
が
着
信
履
歴
と

し
て
表
示
さ
れ
ま
す
。

直通電話のイメージ

８

か
け
た
い
と
こ
ろ
に
直
接

つ
な
が
り
ま
す

か
け
た
い
と
こ
ろ
に
直
接
つ
な
が
る

役
場
の
電
話
が
直
通
電
話
に担当課

直通電話番号

水道料金のことで
電話しましょう！

７３－７５１４に電話

直接担当課へ
・待ち時間が短縮
・通話料もお安く

３月からスタート

同じことを何度も話
さなくてすむので良
いわ！

建設水道課
上下水道グループ



産業

くらし

　

役
場
庁
舎
の
担
当
課
に
直
接
電
話
が
か
け

ら
れ
る
「
直
通
電
話
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
代
表
電
話
に
お
電
話
を
い

た
だ
き
、
電
話
交
換
手
が
ご
用
件
を
お
伺
い

し
て
担
当
課
に
お
つ
な
ぎ
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
後
は
ご
用
件
の
あ
る
担
当
課
に
直
接
電
話

を
か
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
直
通
電
話
番
号
を
ご
利
用
い
た

だ
く
こ
と
で
、
お
取
り
次
ぎ
時
間
が
短
縮
し
、

通
話
料
金
が
節
減
で
き
る
こ
と
や
、
町
の
電

話
交
換
業
務
を
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

役
場
に
電
話
を
お
か
け
の
際
に
は
、
ぜ
ひ

直
通
電
話
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
問
い
合
わ
せ
先
が
わ
か
ら
な
い
と

き
や
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
な
ど
役
場
が
閉

庁
し
て
い
る
と
き
は
、
従
来
ど
お
り
役
場
代

表
電
話
☎
�
1
1
1
1
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
役
場
か
ら
皆
さ
ん
に
電
話
を
か
け
た
場
合

は
、
各
担
当
課
の
電
話
番
号
が
着
信
履
歴
と

し
て
表
示
さ
れ
ま
す
。

地域医療・保健対策室
・高齢者総合相談など　　　 73-2255
・予防接種、健診など　　　73-2256
　

環境生活課
・交通安全、墓園、犬の登録など

　生活安全グループ　　　　73-7510
・ごみ・環境衛生など

　環境対策グループ　　　　73-7511

建設水道課
・工事入札、公営住宅、道路の管理など

　総務管理グループ　　 73-7512
・道路・橋りょう事業、建築確認など

　技術グループ　　　 　73-7513
・水道料金、下水道使用料など

　上下水道グループ　　 73-7514　

税務課
課税グループ　

・固定資産税、軽自動車税など

　　　　　　　　　　　73-7504
・確定申告、住民税、国保税など

　　　　　　　　　　　73-7505

総務課
・秘書、条例、職員の採用・給与、防災計画など

　総務グループ　　　　 72-1111
・広報くりやま、ホームページ、地域情報化など

　広報・情報グループ　 73-7501

経営企画課
・総合計画、統計調査など

　地域政策グループ　　 73-7502
・予算編成、交付税、行財政改革など

　行政経営グループ　　 73-7503

出納室　　　　　　　  　
・公金業務　　　　　  　73-7500

産業振興課
・農畜産業、林業、有害鳥獣など

　農業振興グループ　　　　73-7515
くりやまブランド推進室

・商工業、観光、雇用など　 73-7516
農業委員会事務局

・農地の移動・転用など　　 73-7518

議会・選挙

議会事務局　　　　　　   73-7517
選挙管理委員会事務局      72-1362

まちづくり・総務

税金対策室
・納税の相談など　 　　73-7506

役場代表電話　72-1111

住民福祉課
住民保険グループ　

・介護保険など　　　　　　73-7507
・国保や医療給付など　　　73-7508
・住民票、国民年金など　　73-7509

福祉・子育てグループ
・保育所、障がい者・高齢者福祉など

　　　　　　　　　　　　   73-2222

９



生活と環境
【問い合わせ】　町環境生活課　

環境対策グループ☎� 7511
生活安全グループ☎� 7510

安全・安心なまちを目指して
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犬
の
登
録
は
お
済
み
で
す
か
？

　

最
近
の
ペ
ッ
ト
ブ
ー
ム
で
、
か
わ
い
い
ト

イ
・
プ
ー
ド
ル
や
ミ
ニ
チ
ュ
ア
ダ
ッ
ク
ス
フ

ン
ド
、
ま
た
は
ミ
ッ
ク
ス
犬
な
ど
が
、
ペ
ッ

ト
シ
ョ
ッ
プ
で
大
人
気
で
す
。

　

小
型
犬
を
屋
外
で
飼
う
方
は
あ
ま
り
い
な

い
と
思
い
ま
す
が
、『
室
内
で
飼
う
か
ら
狂

犬
病
に
は
か
か
ら
な
い
だ
ろ
う
』
と
勝
手
に

解
釈
し
て
市
町
村
へ
の
犬
の
登
録
を
怠
っ
て

い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
。

　

犬
の
登
録
は
、
小
型
犬
で
あ
ろ
う
と
中

型
犬
、
大
型
犬
で
あ
ろ
う
と
犬
を
飼
う
人

の
義
務
で
す
。

　

狂
犬
病
予
防
法
で
は
、
生
後
91
日
以
上
の

犬
は
市
町
村
に
登
録
す
る
決
ま
り
に
な
っ
て

い
ま
す
。
登
録
は
生
涯
一
度
限
り
で
す
が
、

狂
犬
病
予
防
注
射
は
毎
年
行
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

今
年
も
4
月
中
旬
に
町
内
を
巡
回
し
な
が

ら
狂
犬
病
予
防
注
射
を
行
い
ま
す
が
、
同
時

に
犬
の
登
録
も
受
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

登
録
さ
れ
ま
す
と
鑑
札
票
（
そ
の
犬
固
有

の
番
号
が
決
ま
り
ま
す
）が
交
付
さ
れ
ま
す
。

※
登
録
手
数
料
3
0
0
0
円

交通安全功労として、獅々堀重孝さん（松風 3）に警察庁長官
と（財）全日本交通安全協会会長から緑十字銀章が贈られ 2 月
4 日、椿原紀昭町長に報告に訪れました。獅々堀さんは昭和
49 年に栗山町交通安全指導員に就任以来、36 年の長きにわた
り交通安全運動の推進にご尽力されました。また、夫人の初枝
さんには長年、重孝さんの交通安全活動をサポートされたこと
が評価され、同協会より感謝状が贈られました。獅々堀夫妻は

「初心に帰ってこれからも地域の交通安全活動に協力していき
ます」と話していました。

交通安全功労緑十字銀章

　

そ
の
ほ
か
に
次
の
場
合
も
必
ず
届
け
出
が

必
要
で
す
。

◎
登
録
し
て
い
る
犬
が
死
亡
し
た
場
合

・
死
亡
届　

※
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
可

◎
登
録
し
て
い
る
犬
が
町
外
へ
転
出
し
た
場
合

・
変
更
届　

※
新
住
所
地
の
窓
口
へ
（
本

町
の
犬
鑑
札
票
を
持
参
く
だ
さ
い
。
新
住

所
地
で
新
た
な
犬
鑑
札
票
が
交
付
さ
れ
ま

す
。）

※
手
数
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

◎
登
録
し
て
い
る
犬
が
町
内
転
居
し
た
場
合

・
変
更
届　

※
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
可

◎
登
録
し
て
い
る
犬
の
飼
い
主
が
変
わ
っ
た
場
合

・
変
更
届　

※
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
可

　　

も
し
、
新
た
な
飼
い
主
の
住
所
が
町
外
の

場
合
は
、
新
た
な
飼
い
主
の
住
所
地
の
窓
口

で
変
更
受
付
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
本
町
の

犬
鑑
札
票
は
変
更
手
続
き
に
必
要
で
す
の
で

新
た
な
飼
い
主
へ
お
渡
し
く
だ
さ
い
）

【
問
い
合
わ
せ
・
届
け
出
先
】

町
環
境
生
活
課
生
活
安
全
グ
ル
ー
プ

☎
�
7
5
1
0　

Ｆ
Ａ
Ｘ
�
8
8
5
5

犬
の
新
規
登
録



　

平
成
21
年
度
か
ら
「
栗
山
町
空
き
缶
等
の

ポ
イ
捨
て
及
び
飼
い
犬
の
ふ
ん
の
放
置
の
防

止
に
関
す
る
条
例
（
通
称
；
ポ
イ
捨
て
条

例
）」
が
施
行
さ
れ
た
の
は
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
。

　

こ
の
写
真
の
ご
み
は
、
1
月
25
日
午
前
11

時
ご
ろ
、
町
環
境
生
活
課
の
職
員
が
パ
ト

ロ
ー
ル
中
に
発
見
し
回
収
し
た
も
の
で
す
。

町
内
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
レ
ジ
袋

の
中
に
、
ビ
ー
ル
の
空
き
缶
や
お
菓
子
の
包

紙
、
ト
レ
イ
な
ど
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。

11

不
法
に
捨
て
ら
れ
た
ご
み
が

道
路
の
脇
に
ぽ
つ
ん
・
・

事業所名 住所 電話
クリーンセンター㈱ 中央３ 72-3200

國耕産業㈲ 中央４ 72-3158

㈱日東総業 錦３ 72-3122

丸十岡山砂利㈱ 錦３ 72-0134

㈲ゆうせい運輸 旭台 72-1722

鈴木商店 大井分 75-2350

道央建設運輸㈱ 大井分 76-3121

　

春
は
引
っ
越
し
が
多
い
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

引
っ
越
し
の
際
に
出
る
大
型
ご
み
や
多
量
の

ご
み
は
、
町
の
粗
大
ご
み
と
し
て
収
集
は
し

ま
せ
ん
。
ご
自
分
で
環
境
セ
ン
タ
ー
へ
搬
入

す
る
か
、
次
の
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
許
可

事
業
所
へ
依
頼
し
、
処
理
す
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

町
環
境
生
活
課
環
境
対
策
グ
ル
ー
プ

☎
�
7
5
1
1

継立小学校（奥村昌利校長：全校児童 71 人）が全日本交通安
全協会団体賞を受賞され、栗山町交通安全協会の岩崎俊英会長
より 2 月 2 日、表彰状が伝達されました。同校は昭和 56 年に
開校して以来行っているイエロー作戦や、安全運転の呼び掛け
運動などが評価され受賞となりました。奥村校長は「高学年が
低学年を助け合いながら児童と学校が一丸となって交通安全運
動を進めてきました。今回の受賞を励みに、より一層交通安全
運動に取り組んでいきます」と話していました。

全日本交通安全協会団体賞

春
は
引
っ
越
し
の
シ
ー
ズ
ン
！

多
量
に
出
た
ご
み
は
ど
う
す
れ
ば

一般廃棄物収集運搬許可事業所

　

桜
山
に
あ
る
環
境
セ
ン
タ
ー
の
開

設
時
間
が
、
４
月
か
ら
10
月
の
間
、

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
と
な

り
ま
す
。（
土
日
祝
日
は
休
み
）

○
搬
入
時
の
ご
注
意
に
つ
い
て

　

ご
み
搬
入
時
に
適
正
に
分
別
さ
れ

て
い
な
い
も
の
は
受
け
入
れ
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

環
境
セ
ン
タ
ー
の

開
設
時
間
変
更
に
つ
い
て

　

歩
道
は
前
日
か
ら
の
雪
で
足
跡
も
な
く
、

ご
み
が
転
が
っ
た
跡
が
残
っ
て
い
た
の
で
、

車
の
中
か
ら
不
法
に
投
棄
し
た
も
の
と
思
わ

れ
、
捨
て
た
人
の
モ
ラ
ル
を
疑
い
ま
す
。
た

だ
、
た
だ
栗
山
町
民
で
な
い
こ
と
を
祈
る
の

み
で
す
。

　

ポ
イ
捨
て
条
例
で
は
、
2
万
円
以
下
の
過

料
。
不
法
投
棄
で
あ
れ
ば
、
5
年
以
下
の
懲

役
、
ま
た
は
1
0
0
0
万
円
以
下
（
法
人

は
1
億
円
以
下
）
の
罰
金
、
も
し
く
は
そ
の

両
方
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

　

美
し
い
栗
山
町
の
環
境
を
守
る
た
め
に

も
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
は
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。



末
（
障
が
い
の
あ
る
方
は
満
20
歳
）
ま
で
の

児
童
の
父
、
母
、
ま
た
は
代
わ
り
に
児
童
を

養
育
し
て
い
る
方

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

②
父
（
母
）
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
（
母
）
が
重
度
の
障
が
い
の
あ
る
児
童

④
父
（
母
）
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童

⑤
父
（
母
）
か
ら
一
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

⑥
父
（
母
）
が
一
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

⑦
母
が
婚
姻
し
な
い
で
生
ま
れ
た
児
童

⑧
父
・
母
と
も
に
生
死
不
明
で
あ
る
児
童

【
支
給
月
】

　

4
月
・
8
月
・
12
月
に
4
カ
月
分
ず
つ　

※
公
的
年
金
を
受
給
で
き
る
方
や
、
事
実
婚
と

な
る
方
は
支
給
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

〔
特
別
児
童
手
当
制
度
〕

【
受
給
資
格
の
あ
る
方
】

　

栗
山
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
身
体
や
精
神
に

障
が
い
の
あ
る
満
20
歳
未
満
の
児
童
の
父
、

も
し
く
は
母
、
ま
た
は
母
に
代
わ
っ
て
児
童

を
養
育
し
て
い
る
方

【
支
給
月
】

　

4
月
・
8
月
・
11
月
に
4
カ
月
分
ず
つ　

【
有
期
認
定
】

　

児
童
の
障
が
い
の
程
度
に
よ
っ
て
は
医
師
の

診
断
な
ど
に
よ
り
有
期
の
認
定
を
し
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
両
制
度
は
所
得
制
限
が
あ
り
、
認
定
後
も
年

に
一
度
、
児
童
の
状
況
や
所
得
な
ど
に
つ
い

て
現
況
届
け
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

町
住
民
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
2
2
2
2

　
　

急
な
用
事
や
短
期
の
就
労
・
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
な
ど
、
困
っ
た
時
に
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

【
角
田
保
育
所
一
時
保
育
】

利
用
日　

月
か
ら
金
曜
日
（
祝
祭
日
除
く
）

午
前
8
時
〜
午
後
5
時

利
用
料　

3
歳
未
満　

1
時
間
3
0
0
円

　
　
　
　

3
歳
以
上　

1
時
間
2
5
0
円

対　

象　

満
1
歳
か
ら
就
学
前

そ
の
他　

保
険
料
や
給
食
費

申
込
み　

☎
�
１
７
０
６

【
栗
山
い
ち
い
保
育
園
一
時
保
育
】

　

※
4
月
1
日
か
ら
実
施
し
ま
す

利
用
日　

月
か
ら
土
曜
日
（
祝
祭
日
除
く
）

午
前
8
時
〜
午
後
6
時

利
用
料　

3
歳
未
満　

1
時
間
3
0
0
円

　
　
　
　

3
歳
以
上　

1
時
間
2
5
0
円

対　

象　

満
1
歳
か
ら
就
学
前

そ
の
他　

保
険
料
や
給
食
費

申
込
み　

☎
�
1
5
7
2 

子
ど
も
が
キ
ラ
キ
ラ
育
つ
ま
ち

ま
ち
と
い
う
名
の
家
族

－問い合わせ－
町住民福祉課

福祉・子育てグループ
☎� 2222
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栗
小
お
は
な
し
会
よ
り

　

栗
小
お
は
な
し
会
は
、
栗
山
小
学
校
で

週
１
回
、
朝
の
自
習
時
間
に
全
て
の
ク
ラ
ス

で
本
の
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て

い
ま
す
。「
毎
週
全
ク
ラ
ス
」
と
い
う
の
は
、

空
知
管
内
は
も
と
よ
り
、
道
内
で
も
あ
ま
り

例
が
な
い
よ
う
で
す
。
低
学
年
の
ク
ラ
ス
で

は
子
ど
も
た
ち
が
教
室
に
来
る
と
「
今
日
の

絵
本
は
な
あ
に
？
」
と
駆
け
寄
っ
て
き
て
く

れ
ま
す
。

　

読
み
聞
か
せ
は
、
15
分
程
度
と
は
い
え
、

私
た
ち
に
と
っ
て
も
朝
の
忙
し
い
時
間
に
行

い
ま
す
。
仕
事
を
持
っ
て
い
る
メ
ン
バ
ー
も

多
く
、
冬
は
特
に
大
変
で
す
。
し
か
し
、
殺

伐
と
し
た
世
の
中
だ
か
ら
こ
そ
、
ぬ
く
も
り

の
あ
る
人
の
声
で
お
は
な
し
を
伝
え
よ
う
と

メ
ン
バ
ー
一
同
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、

ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
目
を
輝
か
せ
て
聞
き

入
っ
て
く
れ
る
姿
に
、

元
気
を
も
ら
っ
て
い

る
の
は
私
た
ち
の
方

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

会
が
発
足
し
て
か
ら

10
年
ほ
ど
た
ち
、
地
域

の
方
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
た
く
さ
ん
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
一
緒
に
活
動

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

問
い
合
わ
せ　

☎
�
2
2
4
7
（
藤
森
）

だ
る
ま
さ
ん
が
こ
ろ
ん
だ
Ｖ
ｏ
ｌ

⑪

【
栗
山
め
ぐ
み
幼
稚
園
一
時
保
育
】

利
用
日　

月
か
ら
金
曜
日
（
祝
祭
日
除
く
）

午
前
8
時
〜
午
後
6
時

利
用
料　

1
時
間
3
0
0
円

対　

象　

満
2
歳
か
ら
5
歳
児

そ
の
他　

保
険
料
や
給
食
費

申
込
み　

☎
�
4
9
1
4

【
子
育
て
ヘ
ル
パ
ー
事
業
】

子
育
て
家
庭
に
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
ま
す

利
用
日　

年
中
無
休

午
前
8
時
〜
午
後
6
時

利
用
料　

利
用
料
の
3
割
負
担

対　

象　

未
就
学
児
童

申
込
み　

町
に
登
録
が
必
要
で
す
。

※
詳
し
く
は
福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

☎
�
2
2
2
2
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〔
児
童
扶
養
手
当
制
度
〕

【
受
給
資
格
の
あ
る
方
】

　

栗
山
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
①
〜
⑧
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
満
18
歳
未
満
の
年
度

お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
し
ま
す
！

ご
存
知
で
す
か
？

児
童
福
祉
手
当
制
度



末
（
障
が
い
の
あ
る
方
は
満
20
歳
）
ま
で
の

児
童
の
父
、
母
、
ま
た
は
代
わ
り
に
児
童
を

養
育
し
て
い
る
方

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

②
父
（
母
）
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
（
母
）
が
重
度
の
障
が
い
の
あ
る
児
童

④
父
（
母
）
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童

⑤
父
（
母
）
か
ら
一
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

⑥
父
（
母
）
が
一
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

⑦
母
が
婚
姻
し
な
い
で
生
ま
れ
た
児
童

⑧
父
・
母
と
も
に
生
死
不
明
で
あ
る
児
童

【
支
給
月
】

　

4
月
・
8
月
・
12
月
に
4
カ
月
分
ず
つ　

※
公
的
年
金
を
受
給
で
き
る
方
や
、
事
実
婚
と

な
る
方
は
支
給
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

〔
特
別
児
童
手
当
制
度
〕

【
受
給
資
格
の
あ
る
方
】

　

栗
山
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
身
体
や
精
神
に

障
が
い
の
あ
る
満
20
歳
未
満
の
児
童
の
父
、

も
し
く
は
母
、
ま
た
は
母
に
代
わ
っ
て
児
童

を
養
育
し
て
い
る
方

【
支
給
月
】

　

4
月
・
8
月
・
11
月
に
4
カ
月
分
ず
つ　

【
有
期
認
定
】

　

児
童
の
障
が
い
の
程
度
に
よ
っ
て
は
医
師
の

診
断
な
ど
に
よ
り
有
期
の
認
定
を
し
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
両
制
度
は
所
得
制
限
が
あ
り
、
認
定
後
も
年

に
一
度
、
児
童
の
状
況
や
所
得
な
ど
に
つ
い

て
現
況
届
け
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

町
住
民
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
2
2
2
2
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子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　「
ス
キ
ッ
プ
」
☎
�
１
２
８
０

　
【
ひ
よ
こ
グ
ル
ー
プ
】

日　

時　

3
月
8
日
㈫

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

内　

容　

計
測
・
手
形
・
足
型
取
り

対　

象　

０
歳
〜
1
歳
5
カ
月
児

　
【
こ
あ
ら
グ
ル
ー
プ
】

日　

時　

3
月
22
日
㈫

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

内　

容　

計
測
・
手
形
・
足
型
取
り

対　

象　

1
歳
６
カ
月
児
〜
就
学
前　

　
【
パ
ク
モ
グ
相
談
】

日　

時　

3
月
18
日
㈮

午
前
11
時
〜
正
午　

内　

容　

10
時
15
分
〜
調
理
実
習

　
　
　
　
（
限
定
３
組
、
要
予
約
）

　
　
　
　

11
時
〜
試
食
、
栄
養
相
談

対　

象　

就
学
前
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者

　
【
土
曜
開
放
】

日　

時　

3
月
26
日
㈯

午
前
10
時
〜
正
午

内　

容　

10
時
〜
11
時
自
由
遊
び

　
　
　
　

11
時
40
分
〜
絵
本
遊
び

対　

象　

就
学
前
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者

　
【
育
児
サ
ー
ク
ル
ま
め
っ
こ
】

日　

時　

3
月
3
日
㈭
・
17
日
㈭

午
前
10
時
30
分
〜

あ
そ
び
の
広
場

…
問
い
合
わ
せ
は
各
施
設
へ
…

内　

容　

ひ
な
ま
つ
り
制
作

　
【
お
楽
し
み
会
】

日　

時　

3
月
17
日
㈭

午
前
10
時
30
分
〜
12
時
30
分

場　

所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
1
階
遊
戯
室

内　

容　

ゲ
ー
ム
・
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
・
会

食
会
・
不
用
品
バ
ザ
ー

参
加
費　

親
2
0
0
円
・
子
50
円

申
込
み　

3
月
14
日
㈪
ま
で

※
こ
の
日
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
放
は
、

午
後
1
時
ま
で
で
す
。

栗
山
い
ち
い
保
育
園 

☎
�
１
５
７
２

【
ぴ
よ
ぴ
よ
・
の
び
の
び
サ
ー
ク
ル
】

３
月
は
お
休
み
し
ま
す
。

【
園
庭
開
放
】

日　

時　

3
月
9
日
㈬
・
16
日
㈬
・
23
日
㈬

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時

３
月
の

●材料（4 人分）
　ニラ２束、ツナ（水煮缶）１缶、
　しょうゆ小さじ２、マヨネーズ大さじ１

●作り方
① ニラはゆでて水にとって冷まし、水気をし

ぼって食べやすく切る。
② ボウルにニラを入れ、汁をきったツナを加

え混ぜ、しょうゆとマヨネーズで和える。

　　（1 人前 62kcal）

　　　　　町地域医療・保健対策室　
　　　　　　　　　　　　    栄養士　高橋　恵里子

子どもと一緒においしく…栗産栗消

いただきます！くりやま

ニラのツナマヨ和え

内　

容　

保
育
園
の
お
友
達
と
一
緒
に
遊

び
ま
し
ょ
う
。

対　

象　

1
歳
〜
未
就
学
児

※
入
園
希
望
の
方
は
園
の
開
放
日
に
か
か
わ

ら
ず
、
い
つ
で
も
歓
迎
し
て
い
ま
す
。
お

問
い
合
わ
せ
の
上
お
越
し
く
だ
さ
い
。

角
田
保
育
所
☎
�
１
７
０
６

【
い
ち
ご
ク
ラ
ブ
】

日　

時　

3
月
10
日
㈭

　
　
　
　

 

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

内　

容　

お
楽
し
み
会
（
ク
レ
ー
プ
作
り
）

対　

象　

1
歳
〜
未
就
園
の
親
子

参
加
費　

親
1
5
0
円
・
子
50
円

申
込
み　

3
月
8
日
㈫
ま
で

継
立
保
育
所
☎
�
２
０
３
２

【
わ
く
わ
く
広
場
】

日　

時　

3
月
3
日
㈭

午
前
10
時
〜
11
時

内　

容　

ひ
な
ま
つ
り

対　

象　

1
歳
〜
未
就
園
の
親
子

　

平
成
18
年
よ
り
実
施
し
て
い
ま
し
た

「
す
こ
や
か
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
金
」
は
、

今
年
度
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。

※
但
し
、
平
成
23
年
3
月
31
日
ま
で

に
3
子
目
以
上
の
子
ど
も
を
出
産

さ
れ
る
方
は
、
従
来
ど
お
り
祝
い
金

を
支
給
し
ま
す
。

す
こ
や
か
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
金

制
度
が
終
了
し
ま
す
！



　
「
栗
山
町
ま
ち
づ
く
り
1
0
0
人
委
員
会
」

（
尾
崎
政
春
委
員
長
）
は
、『
町
民
に
よ
る
町

民
の
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
』
を
実
現
す
る
た

め
、
自
主
的
・
自
立
的
な
組
織
と
し
て
平
成

21
年
3
月
か
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

1
0
0
人
委
員
会
で
は
昨
年
4
月
に
、
1

年
目
の
活
動
の
中
で
ま
と
め
ら
れ
た
提
言
書

を
町
に
提
出
し
ま
し
た
が
、
2
年
目
と
な
る

今
年
度
の
活
動
で
は
、
結
論
が
ま
だ
出
て
い

な
か
っ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
ま

し
た
。
そ
の
結
果
を
「
提
言
書
」
と
し
て
ま

と
め
、
2
月
22
日
に
椿
原
紀
昭
町
長
に
手
渡

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
提
言
書
で
は
、
テ
ー
マ
を
『
地
域

医
療
の
安
定
的
確
保
』
に
向
け
た
取
り
組
み

の
推
進
に
つ
い
て
と
し
て
、
地
域
医
療
の
現

状
と
提
言
、
ま
た
提
言
を
具
体
的
に
推
進
す

る
方
策
と
し
て
『
行
政
が
な
す
べ
き
こ
と
』、

『
町
民
が
な
す
べ
き
こ
と
』
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
提
言
の
詳
細
は
本
誌
に
折
り
込
み

の
「
栗
山
町
ま
ち
づ
く
り
1
0
0
人
委
員
会

だ
よ
り
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

松風第一

松風第二

寺 町

松風本町

松風第五

松風第六

松風第七

松風第八

松風第九

二 区

三 区

四 区

五 区

六 区

七 区

八 区

九 区

十 区

十 二 区

北 区

西 区

南

斉　藤　優　子
太　田　欣　仁
相　原　　　進
木　藤　　　清
松　本　泰　幸
畠　山　和　久
獅々堀　重　孝
中　澤　利　昭
前　田　政　和
友　成　克　司
西　山　　　紘
諸　橋　俊　幸
楢　崎　忠　彦
古　野　廣　子
松　本　良　美
今　井　　　實
鳴　海　　　登
稲　　　市　男
長　﨑　　　忠
北　間　則　之
玉　川　繁　之
河　村　　　茂

山 の 手

桜 丘

松 栄

中 央

朝 日

朝日四丁目

栗山農事

中里団地

睦

新 里

と き わ

湯地中央

ふ じ 団 地

みなみ中里

青 葉

道 栄

富 士

中 里

湯 地

森

鳩 山

雨 煙 別

三　好　隆　幸
藤　原　東　峰
八木橋　義　則
湯　浅　英　治
椛　澤　忠　彦
吉　本　信　昭
渡　辺　　　満
秦　　　則　行
宮　林　忠　雄
小　谷　　　博
中　井　　　穠
大　井　亮　一
高　橋　光　雄
渡　部　晃　一
根　井　隆　雄
中　井　繁　好
髙　山　清　明
藤　柳　誠　一
寺　　　雅　彦
山　口　　　博
堀　田　幸　蔵
正　井　文　雄

緑 丘

北 学 田

桜 山

杵 臼

旭 台

共 和

三 日 月

阿 野 呂

大 井 分

南 学 田

御 園

南 角 田

円 山

東 山

滝 下

角 田

継 立

日 出

雇用促進栗山

中　谷　光　一
井　内　　　弘
直　江　孝　由
井　波　俊　一
水　内　正　博
斉　藤　幸　浩
武　田　　　孝
冨　沢　　　栄
渡　会　羊　一
大　川　一　夫
柿　本　好　美
松　田　玉　雄
久　光　俊　次
筒　井　澄　生
亀　田　　　孝
市　川　耕　一
木　内　勲　雄
佐　藤　清　光
畠　山　浩　司

町内会長・自治会長が決まりました。
～１年間よろしくお願いします～（敬称略）

1
0
0
人
委
員
会
が

　
町
に
提
言
書
を
提
出
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◦◦◦ ま ち の ひ ろ ば ◦◦◦

3 月 の イ ベ ン ト

こんにちは！

消費生活
相談室  

です

ご相談は消費生活相談室へ
■日時╱毎週月・木曜日

13：00 ～ 16：00
■場所╱勤労者福祉センター
■栗山消費者協会╱☎�3581

消費者ホットライン　☎ 0570-064-370
※音声ガイダンスに従って郵便番号などを入力すると、お近くの相談室につながります。

【問い合わせ】町くりやまブランド推進室　☎ �7516

2011 栗山公園だより３月号　vol.36

版画展 －牛田克彦氏作品－
日時／～３月 3日㈭
版画にみるふるさとの昔の暮らし

まちの駅講座
脳を元気にする講話
日時／ 3月4日㈮　10：00 ～　
講師／栄養士　高橋恵里子氏
主催／栗山消費者協会

「楽しいお話会」
日時／ 3月10日㈭　11：00 ～
内容／パネルシアター「きぬさやく
んとべいなすくん」、紙芝居など

生け花展 －春を先取り－
日時／ 3月10日㈭～ 12日㈯
池坊同好会（卜部 澄子社中）
陽ざしが春らしくなって来ましたネ！
春のお花を生けました！

春待ちゆっくり市
日時／ 3月25日㈮ 　18：00 ～20：00
楽しいイベント企画中！！

栗山初の

おじさんバンドライブ
日時／ 3月29日㈫　
開場18：00 ～　開演18：30～
前売券／ 1,000 円　

大好評！手打ちそば
毎週金曜日は、おそばの日！
3 月は、4日･11日･18日・25日です。

街かど介護相談
日時／毎週金曜日　11：00 ～14：00

【問い合わせ】 まちの駅「栗夢プラザ」
☎ �5515・℻ �5535
ホームページ
http://www.kurimu-plaza.com/
開館時間　10：00 ～ 17：00

ホール・会議室をご利用ください！
サークルや各種団体、商品の展示

会などのご利用をお待ちしていま
す。お気軽にご相談ください。

栗山公園は
4/29

オープン予定

【問い合わせ】
栗山公園案内所　☎ �0706
指定管理者　たかはしダリア

    最新情報を簡単アクセス
http://t-daria.com/parktop

▲なかよし動物園には５羽のマ
ガモがいます。見に来てね！

「なかよし動物園」のなかまたち④

●特徴
アヒルの祖先であると考えられていま
す。日本には冬鳥として飛来します。
湖や沼、川などで越冬して、日中は休
んで夜にエサを食べます。

●食べ物
水草の葉・茎・種や穀物類、貝などを
食べます。水に潜れないので水に首を
突っ込んだり、逆立ちをしてエサを取
ります。

●生態
ヒナが親カモを追いかけるかわいらし
い姿が見られますが、他の親カモとヒ
ナの集団とすれ違ったときに、ヒナが
間違って他の親カモについて行ってし
まうことがあるそうです。

※契約書面を受け取った８日間以内に書面で通知しましょう！

書いてみよう！クーリング・オフ

郵便はがき

○
○
県
○
○
市
○
○
町

○
○
丁
目
○
番
地

○
○
○
株
式
会
社

　
　
　
代
表
者
　
様

契
約
解
除
通
知

契
約
年
月
日　

平
成
○
○
年
○
月
○
日

商
品
名　
　
　

○
○
○
○

金　

額　
　
　

○
○
○
○
円

販
売
会
社
名　

○
○
○
株
式
会
社

・
支
払
っ
た
○
○
○
○
円
を
早
急
に
お
返
し
く
だ
さ
い
。

・
商
品
は
す
み
や
か
に
お
引
き
取
り
く
だ
さ
い

右
契
約
を
解
除
し
ま
す
。

平
成
○
○
年
○
月
○
日

　
　
　

住
所　
　

栗
山
町
○
○
○
○
○

　
　
　

氏
名　
　

○
○
○
○

切手

・コピー（両面）して保管しておく。
・クレジット会社にも通知する。
・郵便局から「特定記録郵便」で出す。
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少年ジェット「希望の翼」研修内容
【１日目　１月８日㈯】

出発式（総合福祉センター「しゃるる」）
新千歳空港→羽田空港→成田国際空港
約１０時間のフライトの後、パースへ

【２日目　１月９日㈰】
パース国際空港到着・パース市内視察

（モンガー湖・シティービーチ・フリーマ
ントル・キングスパーク・モスマンパー
クエリア・パース市内散策）
パース市内ホテル宿泊

【３日目　１月１０日㈪】
ホームステイオリエンテーション

（グローブコミュニティセンター）
ホストファミリーと対面・交流・宿泊

（１人１世帯のホームステイ開始）

【４日目　１月１１日㈫】
英語レッスン（体調や感情の表現など）
学童保育所にて子どもたちと交流（折り
紙づくり・習字・けん玉・紙風船などで
交流）

【５日目　１月１２日㈬】
英語レッスン（会話でよく使われる英語）
西オーストラリア州美術館でアートワー
クショップに参加（ホームステイ先の子
どもたちとペインティングアート制作）

【６日目　１月１３日㈭】
英語レッスン（オーストラリア略語・俗語）
キングスパーク内でホームステイ先の子
どもたちとバーベキューランチ
シナジー・パークランド散策（オースト
ラリアの歴史を学ぶ教育プログラム）

【７日目　１月１４日㈮】
ホストファミリーとお別れ
パース市内視察（ヒラリーズボートハー
バー・パース造幣局）
パース国際空港から成田国際空港へ

【８日目　１月１５日㈯】
成田国際空港→羽田空港→新千歳空港
解散式（総合福祉センター「しゃるる」）

　国際感覚豊かな青少年の育成ため町内の中学生・高校生を海外に派遣する、第２１回少年ジェット「希望の翼」
を１月８日～１５日までの８日間、オーストラリアのパースで実施しました。今回派遣されたのは中学１年生から高校
３年生までの１０人。昨年１１月から４回の事前研修と宿泊研修で、ホームステイの心得や英会話の学習を行い、
海外研修の準備を行ってきました。海外での研修は１人１世帯、４泊５日のホームステイを中心に、学童保育所で
の子どもたちとの交流やオーストラリアの歴史など、さまざまな体験をとおして学習しました。
　真冬の北海道から真夏のオーストラリアに着くと、現地の気温は３６℃。海外で見るもの感じるものすべてが新
鮮で貴重な経験をしてきました。参加した１０人の団員がこの研修で学んだことは、一生の財産になることでしょう。

青少年海外派遣事業
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私はホームステイで現地の人たちと直接ふれ
あうことができました。オーストラリア人の心
はとても広く美しく、そして豊かでした。人種
も違う見ず知らずの私をいやな顔もせず歓迎
してくれました。素晴らしい人たちと出会えて
私は幸せ者でした。そしてこのような機会を
与えてくれた全ての人に感謝したいです。

岩見沢緑陵高校（３年）　工藤 恵里那

私は英語で会話することの難しさや、人との
関わり合いの大切さなどたくさんのことを学
びました。全てが私のこれからの人生に役立
つことだと思います。そして、それをこれか
らの栗山町へも役立てるように、行動に移し
ていきたいです。貴重な体験をさせていただ
き本当に感謝しています。

栗山高校（３年）　金谷 美咲

今回の研修は初めての海外だったので見るも
のすべてが新鮮で驚きの連続でした。ホスト
ファミリーはとても親切にしてくれて楽しく過
ごすことができました。またホームステイを通
して数え切れないほど、たくさんのことを経
験でき本当に良かったです。オーストラリアで
過ごした時間は最高の思い出になりました。

札幌光星高校（１年）　星野 玖怜華

初めての海外、ホームステイでとても不安
でした。実際、ホストファミリーと会って
みるとフレンドリーで、私のために日本語
の勉強してくれていました。夜は一緒に映
画を観たり、家族のように迎えてくれて嬉
しかったです。文化の違いや芸術を学び、
貴重な経験をさせてもらいました。

札幌日本大学高校（２年）  長谷川 美咲

私は海外研修に参加して私自身の価値観が
変わったと思います。初めての海外で不安
も多くとまどったこともありましたが、ホ
ストファミリーはとても親切で、わかりや
すい言葉やジェスチャーで教えてくれまし
た。もっと英語を勉強して、またホームス
テイをしたいです。

岩見沢緑陵高校（３年）　柴田 侑子

私はオーストラリアに行っていろいろなことを
経験させてもらいました。英語は得意とは言
えませんがジェスチャーを使ったりして伝えよ
うとすると、オーストラリアの方々は分かろう
として聞いてくれました。そしてホストファミ
リーは私に優しく接してくれました。今回経
験したことを今後の生活に生かしていきます。

栗山中学校（１年）　片岡 ゆう

私はホームステイで多くのことを学びまし
た。最初は英語が通じるか不安でしたが、
ほとんどがジェスチャーか、単語を並べる
会話で伝わりました。海外での生活は少し
大変でしたが、楽しく過ごすことができた
一週間でした。海外研修で学んだことをこ
れからも生かしていきたいです。

栗山中学校（２年）油谷 文音

私はオーストラリアで日本との違いを感じる
ことができました。パースは本当に自然が豊
かで、オーストラリア人はすごくフレンド
リーでした。また、日本人が繊細であるとい
う良い部分を発見することができました。今
回の貴重な経験を生かしてこれからの生活、
そして将来に役立てていきたいです。

栗山中学校（２年）   大西 はるか

今回の研修では初めてのことがいっぱいで、自
分がホームシックにならないかとても心配で
した。でも、ホストファミリーはとても優しく、
明るい人たちだったので楽しく過ごすことが
できました。自分の英語力を知ることもできた
ので良かったです。この研修で何も悔いなく過
ごすことができて本当に良かったです。

継立中学校（１年）　佐藤 和奏

初めての海外研修でとても不安だったホームス
テイでしたが、子どもたちともすぐに仲良くな
り、家族のように温かく接してくれました。英
語はもちろんですが、普段の生活では気付けな
かった大切なことをたくさん学ぶことができま
した。この経験を決して無駄にせず、もっと英
語を勉強して、また必ず海外に行きたいです。

栗山中学校（１年）　三浦 亜純

第２１回少年ジェット「希望の翼」の帰町報告が
１月２８日、町役場で行われました。オーストラ
リアの雄大で美しい自然やホームステイ先など
での感想、それらの経験を今後に生かすための
抱負を述べると、椿原町長は「研修で得たこと
を学校生活に生かし、一緒に行った団員を一生
の大切な仲間にしてください」と話しました。

少年ジェット「希望の翼」報告会
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町
で
は
、
子
ど
も
の
健
康
を
守
る
た

め
に
予
防
接
種
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

左
記
の
対
象
年
齢
に
該
当
す
る
お
子

さ
ん
は
、
無
料
で
接
種
で
き
ま
す
の
で
、

ま
だ
お
済
み
で
な
い
場
合
は
、
お
早
め

に
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま

す
。
母
子
手
帳
を
忘
れ
ず
に
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

■
麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン（
Ｍ
Ｒ
）

第
１
期
対
象　

満
１
歳
〜
２
歳
未
満

第
２
期
対
象　

4
月
に
小
学
校
に
入
学 

第
３
期
対
象　

中
学
１
年
生
相
当

第
４
期
対
象　

高
校
３
年
生
相
当

■
二
種
混
合
ワ
ク
チ
ン

対
象
者　

小
学
校
６
年
生

◆
接
種
希
望
日
の
前
日
の
午
後
1
時
ま
で
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に
地
域
医
療
・
保
健
対
策
室
に
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。（
土
・
日
・
祝
祭
日
は
除
く
）

　

３
月
１
日
㈫
か
ら
３
月
７
日
㈪
は
「
子

ど
も
予
防
接
種
週
間
」
で
す
。
４
月
か
ら

の
入
園
・
入
学
に
備
え
て
、
必
要
な
予
防

接
種
を
済
ま
せ
、
病
気
を
未
然
に
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

　
「
に
し
み
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
で
は
、

平
日
に
予
防
接
種
を
受
け
に
く
い
方
の
た

め
に
、
３
月
６
日
㈰
午
前
9
時
か
ら
正
午

ま
で
、
臨
時
の
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
３
月
４
日
㈮
午
後

1
時
ま
で
に
地
域
医
療
・
保
健
対
策
室
に

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。（
完
全
予
約
制
）

※
当
日
は
、
予
約
し
て
い
た
だ
い
た
方
の

み
の
受
付
と
な
り
ま
す
。
一
般
の
診
療

は
行
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

町
地
域
医
療
・
保
健
対
策
室

☎
�
2
2
5
6

　

　

栗
山
町
国
保
被
保
険
者
（
40
歳
〜
74
歳

ま
で
）
に
お
け
る
生
活
習
慣
病
の
治
療
状

況
に
つ
い
て
調
査
し
た
結
果
、
被
保
険
者

約
3
5
0
0
人
の
う
ち
、
生
活
習
慣
病

の
治
療
を
し
て
い
る
方
は
約
1
4
3
0
人

で
、
40
・
9
％
で
し
た
。

　

年
齢
別
で
み
て
み
る
と
、
60
歳
代
か
ら

罹
患
人
数
が
増
え
、
70
歳
代
に
な
る
と
約

63
・
2
％
の
方
が
生
活
習
慣
病
で
治
療
を

し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
3
人
に
2
人
が

治
療
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
疾
患
で
、
1

番
多
い
の
は
高
血
圧
症
、
次
い
で
高
脂
血

症
で
す
。
生
活
習
慣
病
の
合
併
症
と
い
わ

れ
る
心
疾
患
（
例
：
虚
血
性
心
疾
患
）
や

脳
梗
塞
の
治
療
者
は
あ
ま
り
多
く
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、「
50
歳
代
後
半
か
ら
60
歳
代
の
時

期
に
、
高
血
圧
症
ま
た
は
高
脂
血
症
か
ら

治
療
が
開
始
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
傾
向

が
読
み
取
れ
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
は
生
活
習
慣
の
積
み
重
ね

で
発
症
す
る
…
ま
さ
し
く
、
50
歳
頃
ま
で

の
生
活
習
慣
の
結
果
と
し
て
、
生
活
習
慣

病
が
発
症
し
て
い
る
と
考
え
ま
す
。「
ま

だ
若
い
か
ら
…
」
と
か
、「
健
診
結
果
が

ち
ょ
っ
と
高
め
で
も
自
覚
症
状
が
な
い
か

ら
…
」
と
は
考
え
ず
に
、
毎
年
、
特
定
健

診
を
受
け
て
、
そ
の
健
診
結
果
か
ら
日
頃

の
生
活
習
慣
と
の
関
係
を
把
握
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

予
防
接
種
は
お
済
み
で
す
か
？

0

300
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900

1200

1500

合計70 ～ 74 歳60 ～ 69 歳50 ～ 59 歳40 ～ 49 歳
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30

40
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80
年代別　生活習慣病治療者の状況

罹患率

調査方法：平成 19年～ 22 年の 4年間、毎月 1カ月分のレセプトを集計

48人 177人

658人 532人

1422人
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40.9％
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生活習慣病治療者の疾患別状況

罹患率

1031人

488人

759人

129人

243人

136人

グラフ：4年間の平均値

栗
山
町
の
生
活
習
慣
病
治
療

状
況

～
子
ど
も
予
防
接
種
週
間
～

Health     H
ealth     Health     Health     H

ealth     H
ealth    H

ealth     H
ealth     Health     Health     Health     H

eal
th 

    
H
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lth

    
 H

ea
lth

    
 H

ea
lth

元気が
一番！！

【問い合わせ】　　　　　　
町地域医療・保健対策室

☎ �2256
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種類 説明 栗山町の体制

一次救急
入院治療の必要がなく外
来で対処しうる帰宅可能
な患者への対応

町内の 7 か所の歯科医院で対
応。日曜日から土曜日まで、
いずれかの歯科医院が診療

二次救急 入院治療を必要とする重
症患者に対応

岩見沢市の北海道中央労災
病院  歯科口腔外科が 365 日
体制で対応。三次救急

二次救急医療では対応で
きない複数診療科にわた
る高度な処置が必要、ま
たは重篤な患者への対応

救急医療の種類と体制

　

こ
ん
に
ち
は
。
今
回
は
地
域
の
歯
科
救

急
医
療
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
救
急
、
救
急
医
療
っ
て
何
？
辞
典
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
調
べ
る
と

救
急
と
は
・
・
、

　

急
な
場
合
を
救
う
こ
と
。
急
な
場
合
の

手
当
て
。

救
急
医
療
と
は
・
・
、

　

疾
患
や
外
傷
、
中
毒
な
ど
に
対
し
て
緊

急
の
診
断
、
治
療

な
ど
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
よ
く
見
聞
き
す
る
一
時
救
急
、
二

次
救
急
、
三
次
救
急
と
い
う
言
葉
で
す
が
、

・
一
次
救
急

入
院
治
療
の
必
要
が
な
く
外
来
で
対
処
し
う

る
帰
宅
可
能
な
患
者
へ
の
対
応

・
二
次
救
急

　

入
院
治
療
を
必
要
と
す
る
重
症
患
者
に
対
応

・
三
次
救
急

二
次
救
急
医
療
で
は
対
応
で
き
な
い
複
数
診

療
科
に
わ
た
る
高
度
な
処
置
が
必
要
、
ま
た

は
重
篤
な
患
者
へ
の
対
応

　

こ
れ
を
知
っ
て
い
れ
ば
新
聞
や
テ
レ
ビ

な
ど
の
報
道
や
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
で
て

く
る
救
急
医
療
を
テ
ー
マ
に
し
た
テ
レ
ビ

ド
ラ
マ
な
ど
が
、
よ
り
わ
か
り
や
す
く
な

り
ま
す
。

　

さ
て
、
栗
山
町
の
歯
科
に
関
す
る
救
急

体
制
を
紹
介
し
ま
す
。

　

町
内
に
は
７
つ
の
歯
科
医
院
が
あ
り
、

日
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
ど
こ
か
の
医
院

が
診
療
し
て
い
ま
す
。（
24
時
間
で
は
あ
り

ま
せ
ん
）

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
、
年
末
年
始
は

岩
見
沢
歯
科
医
師
会
の
会
員
が
当
番
で
診

療
し
て
い
ま
す
。（
新
聞
、
岩
見
沢
歯
科

医
師
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
確
認
く

だ
さ
い
）

　

岩
見
沢
市
の
北
海
道
中
央
労
災
病
院　

歯
科
口
腔
外
科
が
1
年
3
6
5
日
体
制

で
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

栗
山
町
は
一
次
救
急
対
応
医
療
機
関
が

７
か
所
あ
り
、
空
知
管
内
で
は
唯
一
の
歯

科
口
腔
外
科
医
療 

二
次
三
次
医
療
機
関
で

あ
る
北
海
道
中
央
労
災
病
院
が
隣
町
の
岩

見
沢
市
に
あ
る
な
ど
、
全
道
的
に
も
歯
科

救
急
に
関
し
て
充
実
し
て
い
る
地
域
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

健康のコラム

health columu

歯
科
の
救
急
医
療

永山歯科医院　院長

※
栗
山
町
地
域
医
療
協
議
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、
町
内
で
開
業
し
て
い
る
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
さ
ん
に
よ
る
「
リ
レ
ー
方
式
」
で
連
載
し
て
い
ま
す
。

永
ながやま

山　裕
ゆたか

　

■■■ 院長プロフィール ■■

■診療科目

診療時間

月・水・金　 9：00 ～ 18：20
火・木　　　 9：00 ～ 17：40
昼休みはありません。
土曜は不定休※お問い合せください。
日曜・祝日はお休み。
所在地：松風 4 丁目 23
☎� 7000

■■■ 院長プロフィール ■■■

出　身：札幌市出身
　　　　昭和 35 年生まれ
出身校：東日本学園大学歯学部
家　族：妻、長男、次男
趣　味：スポーツ観戦、船釣り
栗山について一言：
東京、大阪の知人にスキー場やゴ
ルフ場はすぐそこ、夏になると自
宅にいてもカエルの鳴き声が聞こ
えるまちと自慢しています。

永山　裕 院長
歯科・小児歯科・矯正歯科

栗
山
町
の
歯
科
救
急
体
制
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まちの話題では、町内の行事や話題を紹介しています。
広報に掲載できなかった話題は町ホームページに掲載しています。

【URL】http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/

良い職場環境で良い家庭教育を
家庭教育サポート企業等制度

2 月 1 日、北海道教育委員会がすすめている、道家
庭教育サポート企業等制度の協定が、町内企業 4 社と
締結されました。同制度は、企業が家庭教育を支援す
るための職場づくりに取り組み、従業員や地域が子育
てをしやすい環境にするためのもので、町内では 100
の企業が賛同されています。この日、各社に訪れた上
田充空知教育局長は「子どもたちのために、たくさん
の企業が職場環境づくりに取り組んでいただきありが
たいです」と話していました。

農業や食について考える
女性団体連絡会講演会

日本の伝統行事である『餅つき』を通
して地域農業の歴史や農業農村整備の
役割を紹介しようと『ちぎって・まるめ
て・ホイ』～餅つき体験交流会（空知総
合振興局などが主催）が 1 月 27 日、農
村環境改善センターで開催されました。
角田保育所と継立保育所の園児ら約 50
人が参加し、用意されたちびっ子用の杵
と臼で、ヨイショヨイショと餅をつきま
した。会場ではこのほかに、栗山産の野
菜を獲得しながら進むすごろくや、ス
マートボールなども用意され、子どもた
ちは、ビニール袋いっぱいにジャガイモ
などを持って帰りました。親子で参加し
た高見陽詩（たかみひなた）ちゃん（2 歳）
は「餅をつけて楽しかった」と嬉しそう
に話していました。また、お母さんの和
美さんは「子どもに餅つきを見せてあげ
たことはありましたが、実際にやらせて
もらえたのは初めてだったので良かっ
たです」と話していました。

伝統行事を通して
餅つき体験交流会

栗山町女性団体連絡会（坂口由紀子会長）主催の講演
会が 1 月 29 日、カルチャープラザ「Eki」で開かれました。
講師に道北なよろ農業協同組合の石山健一氏を招き「北
海道の農業と私たちの食」と題して講演。約 80 人が参
加しました。石山氏は、農業や食の現状などを紹介し「日
本の食料自給率は 40％程度しかなく、ほとんどを輸入
に頼っています。中国とのレアアース問題のようなこと
が食料で起きると大変なことになります」などと呼びか
け、参加者は熱心に聞き入っていました。

栗山町 検索
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高齢者宅に手作りマスクを
栗山高校で手作りマスクを配布

海外からの観光客向けに
海外にくりやまをＰＲするチャンス

中国や台湾などからの観光客向けに、札幌市の旅行
会社 佳嘉（かか）が、スノーモービル体験サービスを
2 月 3 日からスタートしました。シャトレーゼカント
リークラブ札幌のゴルフコースの一部を使い、この日
は、シンガポールからの観光客約 20 人を受け入れま
した。栗山で事業が展開されることにより、中国や台
湾などと結びつきが強くなり、農産物や特産品などを
海外にＰＲするチャンスが広がりました。栗山のブラ
ンドが海外でも評価されることが期待されています。

第 8 回ウインターフェスティバルち
びっこ広場が 2 月 5 日、商店街イベ
ント広場で行われ、町内外から約 300
人が訪れました。実行委員が雪を集
めて作り上げたジャンボ滑り台には、
順番を待つ子どもたちの列ができ、肥
料袋などを使って勢いよく滑っては
歓声をあげて楽しんでいました。ま
た、悪の組織から栗山の平和を守る、
正義の味方クリレンジャーショーが
始まると、子どもたちは「クリレン
ジャー頑張れ！」と大きな声援を送っ
ていました。このほか、もちつき大会、
宝探し大会などが行われ、多くの家
族連れや子どもたちが楽しい一日を
過ごしていました。恵庭市から帰省
し、お母さん、お爺ちゃんお婆ちゃ
んと訪れた小池優翔くん（3 歳）は「ク
リレンジャーがかっこ良かった。ク
リレンジャーみたいになりたい」と
話していました。

頑張れクリレンジャー！
ウインターフェスティバルちびっこ広場

栗山高校の生徒 3 人が 2 月 16 日、ときわ町内会の高
齢者宅でメッセージを添えた手作りのマスクを贈りまし
た。手作りのマスクは、同校の 2、3 年生約 50 人が約
130 枚製作。マスクを受け取った北野恒子さんは「風邪
をひいてこのマスクを使ってしまわないように健康に気
をつけます」と嬉しそうに話していました。マスクを贈っ
た 2 年生の黒田奈那さん、松崎亜耶さん、村上理沙さん
は「笑顔で受け取ってもらえてうれしかったです。マス
クをお守りにしてもらいたいです」と話していました。



　
　

平
成
13
年
か
ら
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ

ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」
で
住
民
票
や
印
鑑
登

録
証
明
書
の
交
付
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
利
用
件
数
が
年
間
で
20
件
に

満
た
な
い
こ
と
か
ら
、
窓
口
業
務
を

見
直
し
、
4
月
1
日
よ
り
廃
止
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

※
毎
週
日
曜
日
（
午
前
中
の
み
）
に
役

場
窓
口
の
一
部
を
開
設
し
、
住
民
票
・

印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
を
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　

ま
た
、
事
前
に
予
約
す
る
こ
と
で
、

役
場
閉
庁
日
の
午
前
8
時
30
分
〜
午
後

5
時
15
分
ま
で
、
さ
ら
に
夜
間
は
、
消

防
署
で
も
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
・
事
前
予
約

　

町
住
民
福
祉
課
住
民
保
険
グ
ル
ー
プ

☎
�
7
5
0
9

　
　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」
駐

輪
場
で
、
長
期
間
放
置
さ
れ
て
い
る
自

転
車
を
処
分
し
ま
す
。放
置
自
転
車
は
、

景
観
上
好
ま
し
く
な
い
こ
と
や
、
他
の

利
用
者
に
と
っ
て
迷
惑
で
す
。
次
の
保

管
期
限
ま
で
に
引
き
取
り
に
こ
ら
れ
な

い
場
合
は
、
町
で
処
分
し
ま
す
。

◆
保
管
期
限　

3
月
22
日
㈫
ま
で

◆
引
き
取
り
場
所　

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

◆
持
参
す
る
も
の　

・
身
分
を
証
明
す
る
も
の（
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
、
学
生
証
な
ど
）

・
自
転
車
の
利
用
者
を
確
認
で
き
る
も
の

（
防
犯
登
録
証
な
ど
）

◆
問
い
合
わ
せ

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

☎
�
3
3
3
3

　

身
体
障
害
者
手
帳
（
１
級
）・
療
育

手
帳
（
A
判
定
）
を
お
持
ち
の
方
に
、

年
に
1
度
1
万
円
を
支
給
す
る
、『
栗

山
町
重
度
心
身
障
害
者
年
金
』
を
今
年

度
で
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
障

害
基
礎
年
金
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。）

◆
対

象　

　

町
内
に
半
年
以
上
在
住
し
町
民
税
非
課

税
の
世
帯
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま

た
は
療
育
手
帳
A
判
定
を
お
持
ち
の
方

◆
支
給
額　

1
万
円

◆
申
請
期
限　

３
月
31
日
㈭

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
住
民
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

☎
�
2
2
2
2

暮  

ら  

し
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お
む
つ
ご
み
に
使
用
す
る
指
定
ご
み

袋
の
無
料
配
付
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

平
成
23
年
4
月
か
ら
の
町
指
定
ご
み
袋

の
変
更
に
伴
い
、そ
の
他
の
袋
（
緑
色
）

か
ら
炭
に
で
き
る
袋
（
茶
色
）
に
変
わ

り
ま
す
。

◆
対

象　

在
宅
で
紙
お
む
つ
や
、
尿
と
り
パ
ッ
ト

を
利
用
し
て
い
る
方
で
次
の
ど
ち
ら
か

を
受
け
て
い
る
方
の
い
る
世
帯

①
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方

②
在
宅
で
身
体
障
害
者
手
帳
及
び
療
育
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

※
す
で
に
乳
幼
児
の
配
布
証
を
お
持
ち
の

方
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

◆
申
請
に
必
要
な
も
の

①
対
象
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
で
き
る
も

の
（
介
護
保
険
被
保
険
者
証
・
身
体
障

害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
な
ど
）
※
更
新

申
請
の
場
合
は
配
付
証

②
紙
お
む
つ
を
購
入
し
た
こ
と
が
証
明
で

き
る
書
類（
領
収
書
や
レ
シ
ー
ト
な
ど
）

③
印　

鑑

◆
配
布
内
容　

・
オ
ム
ツ
利
用
〜
茶
色
袋
35
㍑
用
1
カ
月

10
枚
、
ま
た
は
50
㍑
用
5
枚

・
尿
と
り
パ
ッ
ト
利
用
〜
茶
色
袋
35
㍑
用

１
カ
月
５
枚

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
住
民
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

☎
�
2
2
2
2

まちのおしらせ

人　口　13,476   人  （－12）
　男　　 6,320   人  （－  5）
　女　　 7,156   人  （－ 7）
世帯数　 6,059世帯 （－ 6）

※2月1日現在、（　）内は前月比

人のうごき

５１９ｃｍ
（昨年は339ｃｍ）
※2月15日までの降雪量

降った雪の量

放
置
自
転
車
を
処
分

重
度
心
身
障
害
者
年
金
が

今
年
度
で
終
了

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
E
k
i
」
で

住
民
票
な
ど
の
交
付
を
廃
止

■日時　3 月 16 日㈬　13：00 ～ 14：30

■場所　カルチャープラザ「Eki」
■定員　250 人（当日、定員に達した場合は入場をお断りする場合がございます）
■主催　栗山町４Ｈクラブ創立 50 周年記念事業実行委員会

【問い合わせ】空知農業改良普及センター空知南東部支所　斉藤　☎�2358

栗山町４H クラブ創立５０周年記念事業 講演会

町
指
定
ご
み
袋
無
料
配
布
制
度

講師紹介：STV ラジオのミュージックプ
ログラムを中心に、パーソナリティーや、
制作・プロデュース・イベントも企画。
北海道の生産者、主婦など生活者目線を
大切に寄り添った放送でホッとした時間
をお届けしています。

ラジオパーソナリティー

　室  田  智  美 さん

野菜ソムリエの資格を持つラジオパーソ
ナリティー、室田智美さんが、農業と食
に関するお話をしてくれます。



部
負
担
金
な
ど
を
領
収
し
た
こ
と
を
証
明

す
る
書
類
（
領
収
書
な
ど
）
の
提
出
に
よ

る
申
請
が
可
能
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
期
限　

4
月
11
日
㈪

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
住
民
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

☎
�
2
2
2
2

町
で
は
、
支
援
の
必
要
な
お
子
さ
ん

に
対
し
、
道
立
子
ど
も
総
合
医
療
・
療

育
セ
ン
タ
ー
（
コ
ド
モ
ッ
ク
ル
）
と
児

童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

◆
医
療
費
の
助
成

◇
対

象　

町
内
に
在
住
す
る
児
童

◆
対

象

特
定
疾
患
の
治
療
お
よ
び
人
工
透
析

（
合
併
症
の
た
め
町
外
の
医
療
機
関
に

通
院
）
の
た
め
通
院
さ
れ
て
い
る
方

◆
助
成
内
容　

　

通
院
費
の
一
部
を
助
成

◆
申
請
受
付

　
平
成
22
年
10
月
〜
平
成
23
年
3
月
分

（
下
期
分
）
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

◆
申
請
手
続
き

　
申
請
書
（
印
鑑
）、
通
院
証
明
書
の
提

出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

  

※
昨
年
度
よ
り
北
海
道
特
定
疾
患
治
療

研
究
事
業
実
施
要
綱
に
よ
る
医
療
受
給
者

証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
は
、
通
院
証

明
書
の
か
わ
り
に
、
病
院
で
発
行
す
る
一

23

国 民 年 金
国民年金保険料の納付は、

便利・安心・確実・お得な口座振替で！

　国民年金保険料の納め忘れはありませんか？
「忙しくて・・・」、「つい、うっかり・・・」といっ

た理由でも保険料の納め忘れがあると、将来受
け取る老齢基礎年金額が減額されたり、受けら
れなくなったりします。また、万が一のときの
障害基礎年金や遺族基礎年金が受けられなくな
る場合があります。
　そこで、国民年金保険料の納付には、便利で
安心、確実な口座振替をおすすめします。
　また、口座振替には、当月分保険料を当月末
に引き落とさせていただくことにより月々５０
円割引される早割制度や、現金納付よりもさら
に割引額が多い６カ月前納・１年前納もあり、
大変お得です。
　口座振替の申し込みの際は、通帳、金融機関
の届出印を持参のうえ、役場住民福祉課住民保
険グループまたは、口座振替を希望される金融
機関などの窓口にお申し込みしてください。

【問い合わせ】
町住民福祉課住民保険グループ ☎� 7509

infomation ３

◇
助
成
内
容

道
立
子
ど
も
総
合
医
療
･
療
育
セ
ン

タ
ー
に
係
る
医
療
費
の
一
部
を
助
成

※
各
医
療
費
（
重
度
心
身
障
害
者
、
ひ
と

り
親
家
庭
等
、
乳
幼
児
、
児
童
）
の
助

成
を
受
け
て
い
る
方
は
除
き
ま
す
。

◆
利
用
料
金
の
助
成

◇
対

象

児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方

◇
助
成
内
容　

・
町
子
ど
も
発
達
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
利

用
料
金
の
全
額
を
助
成

・
町
外
事
業
所
利
用
料
金
の
１／２
を
助
成

◆
交
通
費
の
助
成

◇
対

象　

児
童
と
保
護
者
の
方
１
人

◇
助
成
内
容

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
際
、
最
低

運
賃
の
１／２
を
助
成

みんなの

水 道

支
援
の
必
要
な
お
子
さ
ん
に

医
療
費
な
ど
を
助
成

特
定
疾
患
な
ど
の
患
者
さ
ん
に

通
院
費
を
助
成

※
栗
山
町
子
ど
も
発
達
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
利
用
に
係
る
交
通
費
の
助
成
は

あ
り
ま
せ
ん
。

※
ほ
か
の
割
引
制
度
が
あ
る
場
合
、
制
度

利
用
後
の
運
賃
の
１／２
を
助
成
し
ま
す
。

◆
申
請
受
付

平
成
22
年
10
月
〜
平
成
23
年
３
月
分

（
下
期
分
）の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
期
限　

４
月
11
日
㈪

◆
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
住
民
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

☎
�
2
2
2
2

悪質な商法にご注意を
　町では、業者に委託するなどして、次
のようなことは一切行っていません。不
要な契約を迫られたり、不審に思われた
場合は、はっきりとお断りください。

・水道、下水道管の汚れの調査や清掃
・浄水器、活水器などの取付け
・水質検査や電話によるアンケート調査

■問い合わせ
町建設水道課上下水道グループ　☎ �7514



夕
張
川
に
あ
る
川
端
発
電
所
で
は
、

発
電
を
行
う
た
め
に
川
へ
水
を
流
し
ま

す
。
こ
の
と
き
、
川
の
水
が
増
え
て
危

険
な
状
態
と
な
る
た
め
、
川
遊
び
や
魚

釣
り
な
ど
で
河
原
や
川
の
中
に
入
ら
な

い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
発
電
所
か
ら
川
へ
水
を
流
す

と
き
に
は
、
ス
ピ
ー
カ
ー
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

北
海
道
企
業
局
夕
張
川
発
電
管
理
事
務
所

☎
０
１
２
３（
５
７
）２
５
４
２

◆
申
告
期
限

◇
所
得
税
・
贈
与
税

３
月
15
日
㈫

◇
消
費
税
・
地
方
消
費
税（
個
人
事
業
者
）

３
月
31
日
㈭

◆
申
告
書
は
自
分
で
書
い
て
お
早
め
に
！

確
定
申
告
書
は「
前
年
の
申
告
書
控
え
」

や
「
確
定
申
告
の
手
引
き
」
な
ど
を
参

考
に
ご
自
分
で
作
成
し
、
早
め
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
税
務
署
で
申
告
す
る
場
合

印
鑑
、
前
年
の
申
告
書
控
え
、
必
要

な
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。（
前
年
、

税
務
署
な
ど
で
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
て

申
告
し
「
お
知
ら
せ
ハ
ガ
キ
」
が
届
い

４
月
か
ら
、
北
海
道
か
ら
の
権
限
移

譲
に
よ
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
関
す
る
事

務
手
続
き
を
役
場
で
行
え
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
設
立
申
請
や
、

既
存
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
事
業
報
告
、
そ
の

他
の
相
談
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

町
経
営
企
画
課
地
域
政
策
グ
ル
ー
プ

☎
�
7
5
0
2

屋
根
か
ら
の
雪
で
、
灯
油
ホ
ー
ム
タ

ン
ク
が
破
損
し
、
灯
油
が
漏
油
し
て
し

ま
う
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
特

に
軒
下
に
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

屋
根
か
ら
の
雪
で
タ
ン
ク
（
燃
料
ゲ
ー

ジ
や
燃
料
パ
イ
プ
な
ど
）
を
傷
め
や
す

く
、
漏
油
し
て
し
ま
う
危
険
性
が
高
ま

り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
も
ホ
ー

ム
タ
ン
ク
を
点
検
し
て
い
た
だ
き
、
破

損
・
漏
油
を
発
見
さ
れ
ま
し
た
ら
消
防

署
に
連
絡
し
、
修
理
を
す
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

◆
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

消
防
署
生
活
安
全
課
生
活
指
導
係

☎
�
0
1
5
0

24

まちのおしらせ

て
い
る
方
は
、
そ
の
ハ
ガ
キ
も
必
要
）

◆
申
告
書
は
パ
ソ
コ
ン
で
簡
単
作
成

・
確
定
申
告
書
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://w
w
w
.nta.go.jp

）の「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
簡
単

に
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
作
成
し
た
申
告
書
は
郵
送
の
ほ
か
、

デ
ー
タ
を
ｅイ
ー
タ
ッ
ク
ス

－

Ｔ
Ａ
Ｘ
（
電
子
申
告
）

に
送
信
で
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
税
務
署

☎
０
１
２
６（
２
２
）０
８
１
０

◆
日
　
　
時

　

3
月
27
日
㈰

　

開
場　

午
前
10
時
30
分

　

開
演　

午
前
11
時

◆
場

所　
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ「
E
k
i
」

◆
内
　
　
容

　

日
舞
、
長
唄
、
端
唄
、
小
唄
な
ど
多
彩

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ご
披
露
し
ま
す
。

◆
入
場
料
　
無
料

◆
問
い
合
わ
せ
　
☎
�
3
3
3
6 

庄
原

　　　

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
灯
油
が

漏
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

催
　
　
し

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
関
す
る
事
務

手
続
き
や
相
談
が
役
場
で

ファイターズ戦にご招待！

発
電
所
か
ら
の
放
水
に

ご
注
意
を
！

西
川
流
禄
扇
会　

春
の
会

国
税
の
申
告
・
納
付
は

お
済
み
で
す
か
？

北海道日本ハムファイターズでは、4 月 15 日㈮
に札幌ドームで開催されるロッテ戦の 1 塁側Ｃ指
定席に栗山町にお住まいの方 50 組 100 人をご招
待します。※応募多数の場合は抽選となります。

申
し
込
み
方
法

往復はがき

観戦希望者（2 人 1 組）の代表者の住所②氏名③年齢
④性別⑤電話番号⑥ファイターズクラブの会員番号（会
員のみ）⑦昨年の札幌ドームでの観戦数
※返信はがきには宛先を記入のこと

W
e
b

パソコン http://www.fighters.co.jp/kansen/ で所定の事項を入力

携帯電話
右の QR コードにアクセスし、
所定の事項を入力

■申し込み期限　3 月 20 日㈰※消印有効
■申し込み先　　
〒 062-8655 札幌市豊平区羊ケ丘 1 番地　北海道
日本ハムファイターズ「栗山町民応援デー係」

栗山町民応援デー
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町の人口と世帯数の速報をお知らせします。
　今回の国勢調査と前回の平成１７年国勢調査を
比較すると、人口で 1,009 人（約 7.0%）減少、世
帯数で 222 世帯（約 3.9%）減少となりました。
　なお、総務省統計局の公表結果とは異なる場合
がありますので、ご了承ください。
※国勢調査における世帯数は、老人ホームや病院
などの施設を１棟で１世帯としているため、住民
基本台帳の世帯数とは異なります。　

【問い合わせ】
町経営企画課地域政策グループ　☎� 7502

　

会
員
50
名
の
作
品
（
食
器
や
花
入
れ
、

壁
掛
け
な
ど
）
を
多
数
展
示
し
ま
す
。

◆
日
　
　
時

　

3
月
24
日
㈭
〜
27
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
6
時

※
最
終
日
の
27
日
㈰
は
午
後
4
時
ま
で

◆
場

所　
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ「
E
k
i
」

◆
入
場
料
　
無
料

◆
問
い
合
わ
せ

☎
�
5
5
6
0 
事
務
局　

猪
熊

◆
受
付
期
間　

４
月
11
日
㈪
〜
20
日
㈬

◆
等

級　

１
級
〜
３
級
、
単
一
等
級

◆
実
施
職
種

造
園
、
鉄
工
、
と
び
、
建
築
板
金
な
ど

◆
受
検
資
格

各
職
種
と
も
所
定
の
実
務
経
験
な
ど
が

必
要

※
経
験
年
数
の
短
縮
・
免
除
お
よ
び
実
施

職
種
、
受
検
手
数
料
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

空
知
地
方
技
能
訓
練
協
会

☎
０
１
２
５（
２
４
）１
８
８
０

◆
受
付
期
間

◇
Ⅰ
種
（
大
学
卒
業
等
程
度
）

４
月
１
日
㈮
〜
8
日
㈮

◇
Ⅱ
種
（
大
学
卒
業
等
程
度
）　

４
月
11
日
㈪
〜
20
日
㈬

◇
Ⅲ
種
（
高
等
学
校
卒
業
程
度
）

６
月
21
日
㈫
〜
28
日
㈫

※
Ⅰ
種
お
よ
び
Ⅱ
種
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
申
し
込
み
可

【
申
し
込
み
専
用
ア
ド
レ
ス
】

http://w
w
w
.jinji-shiken.go.jp/

juken.htm
l

◆
問
い
合
わ
せ

人
事
院
北
海
道
事
務
局
第
二
課
試
験
係

☎
０
１
１（
２
４
１
）１
２
４
８

◆
日

時　

５
月
9
日
㈪
〜
11
日
㈬

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
場

所

岩
見
沢
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
赤
レ
ン
ガ

（
岩
見
沢
市
有
明
町
南
1
番
地
7
）

◆
受
講
料　

２
２
７
０
０
円

※
テ
キ
ス
ト
代
５
９
０
０
円
を
含
む

◆
定

員

20
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

㈳
日
本
ボ
イ
ラ
協
会
岩
見
沢
地
区
支
部

☎
０
１
２
６（
２
４
）３
０
８
７

栗
山
陶
芸
同
好
会

春
の
作
陶
展

技
能
検
定

国
家
公
務
員
採
用
試
験

ボ
イ
ラ
ー
技
士
実
技
講
習

試
験
・
講
習

0

5000

10000

15000

20000

平成 22 年平成 17 年平成 12 年平成 7年平成 2年昭和 60 年
0

2000

4000

6000

8000

10000

栗山町の人口は １３，３４３人

５，４７６世帯国勢調査への回答、
ありがとうございました！



◆
勤
務
場
所

町
内
一
円
の
農
家
・
農
業
生
産
法
人

◆
作
業
内
容

田
植
え
作
業
、
畑
や
ハ
ウ
ス
内
で
の
収

穫
・
選
別
作
業
な
ど

◆
賃
金
・
勤
務
条
件

勤
務
内
容
な
ど
は
雇
用
者
と
の
相
談
と

な
り
ま
す
。

◆
登
録
先
・
問
い
合
わ
せ

㈶
栗
山
町
農
業
振
興
公
社

☎
�
２
５
０
０

※
電
話
連
絡
の
上
、
公
社
事
務
局
（
役
場

新
庁
舎
３
階
）ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
◆
募
集
人
員　

若
干
名

◆
業
務
内
容

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
指
導
員

◆
採
用
期
間

　

平
成
23
年
４
月
１
日
〜
平
成
24
年
３
月
31
日

◆
勤
務
時
間

　

1
日
5
時
間（
学
校
休
業
日
は
7
時
間
、

午
前
８
時
〜
午
後
6
時
30
分
の
時
間
内

※
時
差
出
勤
あ
り
）

◆
賃

金　

時
給
7
5
5
円

◆
提
出
書
類

　

履
歴
書
・
資
格
証
明
書
（
保
育
士
か
幼

稚
園
教
諭
）

◆
提
出
期
限　

3
月
15
日
㈫

◆
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

町
住
民
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

☎
�
2
2
2
2

◆
日
時
・
場
所

・
3
月
17
日
㈭　

午
後
１
時
〜
３
時

岩
見
沢
保
健
所（
空
知
総
合
振
興
局
内
）

◆
対
　
　
象

心
に
健
康
問
題
を
抱
え
て
い
る
方
、
精

神
障
が
い
の
あ
る
方
、
そ
の
ご
家
族

◆
相
談
員

精
神
科
嘱
託
医
師
に
よ
る
面
接
相
談

◆
申
込
期
限　

3
月
16
日
㈬
午
前
中

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
保
健
所

　

☎
０
１
２
６
（
２
０
）
０
１
２
１

◆
仕
組
み

①
農
作
業
季
節
パ
ー
ト
と
し
て
働
き
た
い

方
、
雇
い
た
い
方
を
公
社
で
登
録

②
雇
い
た
い
方
は
公
社
で
登
録
書
を
閲
覧

③
作
業
条
件
に
合
う
パ
ー
ト
希
望
者
へ
連

絡
→
相
互
で
契
約
成
立

◆
登
録
期
間　

４
月
上
旬
〜
11
月
上
旬

※
応
募
期
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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まちのおしらせ

◆
会
員
種
別

・
個
人
会
員　

２
０
０
０
円

・
賛
助
会
員（
企
業
・
団
体
）
３
０
０
０
円

・
シ
ル
バ
ー
（
60
歳
以
上
）
１
０
０
０
円

・
ジ
ュ
ニ
ア（
小
学
生
以
下
）
１
０
０
０
円

※
オ
リ
ジ
ナ
ル
会
員
証
を
発
行
し
ま
す
。

◆
実
施
事
業

札
幌
ド
ー
ム
ツ
ア
ー
、
室
内
観
戦
な
ど

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
を
応

援
す
る
栗
山
の
会　

高
杉

☎
０
９
０（
８
７
０
６
）３
８
４
９

臨
時
保
育
士

募
　
　
集

農
作
業
季
節
パ
ー
ト
登
録

【
金
一
封
】

◇
㈱
一
六
商
事
よ
り
総
務
寄
付
金（
ま
ち

づ
く
り
）と
し
て
◇
高
杉
公
彦
さ
ん
（
苫

小
牧
）
よ
り
総
務
寄
付
金（
ふ
る
さ
と
応

援
寄
付
金
）と
し
て

【
物　

品
】

◇
北
海
道
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
㈱

（
角
野
中
原
代
表
取
締
役
社
長
）

【
金
一
封
】

◇
菅
原
波
子
さ
ん(

中
央
３)

よ
り
社
会

福
祉
事
業
へ
◇
後
藤
忠
弘 

さ
ん (

中
央

ご  

厚  

意

　
　
町
　
へ

　
　
社
会
福
祉
協
議
会
へ

【販売場所】※おひとり様 2 セットまで。15 歳以下の購入不可

▲

まちの駅「栗夢プラザ」　　1300 セット▲

　　〃　子育て応援分　　　300 セット
　（購入時に子育て応援栗夢カードを提示願います）▲

あけぼのストアー　　　　　200 セット▲

セブンイレブン栗山継立店　200 セット

３月６日㈰ 10：00 から販売

相  
  

談

心
の
健
康
相
談

日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
を

応
援
す
る
栗
山
の
会
会
員

【問い合わせ】 まちの駅「栗夢プラザ」　☎ �5515

くりやまギフトカード加盟店からお得なお知らせ

今回はさらに・・お得！

くりやまギフトカードの
10,000 円（1,000 円券 10 枚入）セットに、
1,000 円券がもう 2 枚ついてきます。

2,000 円分お得！

10,000 円で 12,000 円分に！



問い合わせ
　　北海道後期高齢者医療広域連合　　☎ 011-290-5601
（保険料関係）  町税務課課税グループ☎� 7505

（資格・給付関係） 町住民福祉課住民保険グループ☎� 7508

後 期 高 齢 者 医 療 制 度   保険料の支払方法について

２)

よ
り 

父
の
逝
去
に
際
し
て

【
物　

品
】

◇
栗
山
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
婦
人
部
◇

栗
山
町
赤
十
字
奉
仕
団
◇
㈲
カ
イ
ン
ド
ネ

ス　

シ
オ
ミ
薬
品
◇
㈱
エ
ス
ケ
ー
ア
イ

フ
ァ
ー
マ
シ
ー
な
の
花
薬
局
栗
山
店
◇
社

会
福
祉
法
人
ク
ピ
ド
・
フ
ェ
ア
◇
Ｊ
Ａ
そ

ら
ち
南
女
性
部
◇
花
卉
生
産
組
合
南
空
知

コ
ポ
ロ
の
会

【
慰　

問
】

◇
栗
山
町
赤
十
字
奉
仕
団
◇
下
山
民
夫
歌

謡
教
室
（
夕
張
市
）
◇
栗
山
混
声
合
唱
団

◇
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
会
リ
リ
ー
◇
フ
ラ
ス
イ

ト
ピ
ー
ス
ク
ー
ル
◇
北
都
プ
ロ
レ
ス
（
札

幌
市
）
◇
宝　

玉
蓮
さ
ん
（
岩
見
沢
市
）

◇
栗
山
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
◇
童
謡

を
歌
う
会
カ
モ
ミ
ー
ル

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
三
浦
英
昭
さ
ん
（
朝
日
4
）
◇
山
下
テ

ル
子
さ
ん（
御
園
）◇
太
田
欣
仁
さ
ん（
松

風
2
）
◇
西
岡
マ
サ
子
さ
ん
（
松
風
2
）

◇
卜
部
澄
子
さ
ん
（
松
風
4
）
◇
Ｊ
Ａ
そ

ら
ち
南
青
年
部

【
金
一
封
】

◇
森　

文
子
さ
ん
（
継
立
）

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
月
見
草
の
会
（
佐
藤
倶
子
会
長
）
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infomation ３

【
1
月
16
日
～
2
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　

  
氏
　
名
　   

齢  

月 

日                         

世
帯
主       

住  

所

原
田
ト
メ 

89 

1/18 

照

清

吉
田
政
昭 
80 

1/19 

本

人

月
輪
照
雄 
88 

1/19 

淳

裕

福
井
重
雄 
90 
1/24 

昇

中
西
成
美 

83 
1/27 
本

人

國
田
キ
ミ 

96 

1/27 
春

江

北
野
政
利 

69 

1/28 

本

人

草
間
サ
ヨ
子 

85 

1/30 

真

性

松
田
　

博 

90 

1/31 

本

人

片
倉
予
子 

89 

2/3 

利

彦

生
駒
キ
ミ
ヱ 

93 

2/8 

敏

光

秋
葉
市
三
郎 

87 

2/12 

本

人

【
1
月
16
日
～
2
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　

氏
　 

名
　    

月 

日                          

父
母
名       

住  

所

鵜
川
理り

ゆ結 

1/15

佐
々
木
虹に
い
な七 

1/17

山
﨑
美み

さ
と里 

1/19

川
合
凜り

り

か

々
花 

1/19

田
中
冬と
う
ま真 

1/22

佐
藤
あ
お
い 

1/24

東
山
晴は

る
と人 

1/28

健

太

絵

理

達

哉

可
奈
子

政

一

慶

子

裕

二
唯

友

也

陽

子

裕

介

香

織
悟
綾

香

継

立

継

立

松
風
４

三
日
月

松
風
３

松
風
４

中
央
４

杵

臼

富

士

角

田

朝
日
４

中
央
１

御

園

桜
丘
２

日

出

松
風
４

朝
日
３

共

和

中
央
２

お
く
や
み

お
め
で
た

　
　
泉
徳
苑
へ

　
　
く
り
の
さ
と
へ

●納付書、年金でお支払いの方は、口座振替に変更することができます。
●税申告の際、「社会保険料控除」は、保険料をお支払いする方 ( 口座名義人 )
　が受けられます。

　口座振替の手続きは、本人の保険証、預金通帳と預金通帳の届け印が必要です。
ご希望される方は、税務課課税グループまでお申し出ください。
※「年金」から「口座振替」にお支払方法を変えられる場合、手続きの時期によっ
ては希望される時期に間に合わない場合があります。

年金から直接 納付書・口座振替

２つの方法

納め忘れのない
口座振替が便利だわ

■特別徴収（手続き不要）

・年金額が、年額 18 万円未満の方
・介護保険とあわせて保険料が年

金支給の半分を超える方

■普通徴収

窓口でのお支払いや、口座振替
でのお支払です。納め忘れのな
い口座振替が便利です。

※次の方は、普通徴収になります。
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カメラ操作の基本や撮影の方法など、初心者から上級者ま

で写真の撮りかたについて学びます。

■日 時　３月２日㈬、　３月１６日㈬
　　　　　　　　　　　１８ ： ３０～１９ ： ３０

■場 所　カルチャープラザ「Ｅｋｉ」研修室Ａ
■講 師　
　北海道写真協会栗山支部支部長　黒田　幸則氏
■対 象　一般町民
■定 員　２０人
■受 講 料　１，０００円
■持 ち 物　
　ご自分のカメラ（コンパクトカメラ、デジタルカメ
　ラ）、筆記用具
■申込先 ・ 問い合わせ
　教育委員会社会教育グループ　☎ 72-1117

写真の撮り方講座

　「開かれた学校づくり」を目指し、地域との連携
を深めることを目的として、町内の各小中学校の
授業を皆さんに公開する「地域公開授業参観」を
実施します。自由に授業を参観できますので、栗っ
子が学習している姿をどうぞご覧ください。

学校名 開催日 時間 対象
栗山中学校
☎７２－０２６９ ３月１５日㈫ ８：４０～１４：１５ １、２年生

　

4
月
の
放
流
に
向
け
て
飼
育
さ

れ
て
い
る
サ
ケ
が
少
し
ず
つ
成
長

し
て
い
ま
す
。
１２
月
下
旬
に
卵
か

ら
か
え
っ
た
頃
は
、
お
腹
に
栄
養

が
蓄
え
ら
れ
て
い
て
、
ふ
っ
く
ら

と
膨
ら
ん
で
い
ま
し
た
が
、
今
は

そ
の
膨
ら
み
も
ほ
と
ん
ど
な
く
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
お
腹
が
大
き

い
と
き
は
水
の
底
に
い
て
、
あ
ま

り
動
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
で

は
泳
ぎ
回
る
ま
で
成
長
し
ま
し
た
。

※
飼
育
中
の
サ
ケ
は
い
き
も
の
の

里

ふ

れ

あ

い

プ
ラ
ザ
、
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー

「
し
ゃ
る
る
」

で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

体長約４ｃｍ

サケの模様がうっす
らと出てきました。

家庭教育講演会

３月２４日㈭　１８：３０～
【場　所】総合福祉センター「しゃるる」大ホール
【講　師】　

  旭川市末広第２保育園
  園長　東峰　雅博氏（北海道保育協議会会長）

【演　題】凡時徹底～現代の子育て事情
【対　象】一般町民
【入場料】無料
【主　催】栗山地域教育協議会

※託児あり（お子様連れで起こしください）

【問い合わせ】 教育委員会社会教育グループ ☎ 72-1117
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全道大会出場へ＊子どもかるた大会

北海道子どもかるた大会空知地区予選会が奈井江町公民
館で行われ、全町かるた大会の小・中学生各上位２チー

ム、が出場しました。小学生の部２１チーム、中学生の部１６
チームによる熱戦が繰り広げられ、小学生の部では山の手
チームが２回戦で敗退、角田チームは準優勝。中学生の部で
は角田Ｂチームが１回戦で敗退、角田Ａチームは準優勝。小
学生の部角田チームと中学生の部角田Ａチームは見事全道大
会への切符を獲得しました。全道大会でも上位進出が期待さ
れます。　　　　　　　　　　　　　　　　　  （２月５日）

コンマ１秒を競う＊全町スキー大会

第５７回全町スキー大会（栗山スキー連盟主催）が、町スキー場で
開催されました。町内の幼児から小学生まで６６人が参加、学

年別にタイムを競いました。開会式で松原正和会長は「ゴールを切る
まで精いっぱい頑張ってください」と挨拶。子どもたちは少しでも良い
タイムを出そうと果敢に滑っていました。この日は降雪もなく、観戦に
きた保護者たちは楽しそうに声援を送っていました。　（２月５日）

冬の厳しさ体験！＊アドベンチャースクール

冬ならではのさまざまな体験をする青少年体験学校「アド
ベンチャースクール」（町教委主催）を開催し、小中学生

３５人が１泊２日の研修に参加されました。１日目はNPO法人
くりやまの皆さんからの指導によるキャンドルづくり、スノー
シューでのナイトハイクを体験。２日目はチューブすべりを行い、
大きなタイヤチューブ状のそりで雪山を滑り降りました。またゴ
ムボートをスノーモービルで引っ張るスノーラフティングでは、
曲がるたびにボートが大きく振られ、子どもたちは大きな歓声
を上げていました。　　　　　　　　（２月１１日～２月１２日）

温もり溢れる作品を！＊和紙ちぎり絵

工房体験事業「和紙ちぎり絵体験教室」（町教委主催）をあ
さひ工房で開催しました。創作施設の有効活用と日本の伝

統文化に触れてもらうことを目的に行ったもので、小学生以上の町
民１４人が参加されました。講師に和紙絵すみれサークル代表の
前川澄子氏を招き、美しく染色された和紙を使って「桜」、「チュー
リップ」などのちぎり絵作りを体験。和紙独特の風合いを生かした
温もり溢れる作品を完成させました。参加した高崎輝子さんは「の
りのつけ方によって和紙が変化し、イメージと違った仕上がりにな
るので奥の深さを感じた」と話していました。　　  （２月１９日）
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楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
！

皆
さ
ん
そ
ろ
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

■
日　
　

時

　

3
月
5
日
㈯　

午
前
11
時
～　

■
場　
　

所

　

栗
山
町
図
書
館
（
中
央
3
）

■
対　
　

象

　

幼
児
～
小
学
生
低
学
年

■
入
場
料　

無
料

■
内　
　

容

　

・
手
遊
び　

「
い
っ
ぽ
ん
ば
し　

に
ほ
ん
ば
し
」

　

・
作
っ
て
あ
そ
ぼ
う

「
く
る
り
ん
パ
タ
パ
タ
」

　

・
ぺ
ー
プ
サ
ー
ト

　
　
「
だ
れ
の
か
お
」

　

・
絵
本

「
か
お
か
お
ど
ん
な
か
お
」

「
は
な
を
く
ん
く
ん
」

■
主
催
・
問
い
合
わ
せ

　

お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
栗
の
子
」

　

小
原　

富
佐
子　

☎
�
1
6
4
8

次回は・・
4 月 2 日㈯
１１：００～

図書館

３月８日㈫～４月３日㈰
■内　容
　体に良い食べ物の本、運動の本など、健康に
　毎日を過ごすために役立つ本を紹介します。

「いきいき健康生活」

【問い合わせ】　栗山町図書館　　☎ 72-6055

【日 時】　　３月１２日㈯
               １３：３０～
【場 所】　栗山町図書館
【講 師】
　栗山商工会議所会頭
　松原産業株式会社
　代表取締役社長　　松原　正和氏
【演 題】　松原産業のあゆみ
【対 象】　一般町民
【定 員】　５０人
【参 加 費】　無料

栗山町図書館文化講演会
特集コーナー

　

継
立
小
学
校
で
２
月
３
日
か

ら
フ
ッ
化
物
洗
口
が
始
ま
り
ま

し
た
。
フ
ッ
化
物
洗
口
と
は
、
丈

夫
な
歯
質
を
つ
く
る
た
め
の
む

し
歯
予
防
の
一
つ
の
方
法
で
、
低

濃
度
の
フ
ッ
素
溶
液
で
１
分
間

「
ブ
ク
ブ
ク
」
う
が
い
を
す
る
こ

と
で
す
。
フ
ッ
化
物
洗
口
の
推
進

校
と
し
て
、
継
立
小
学
校
で
は
、

全
学
年
の
希
望
す
る
家
庭
の
児

童
を
対
象
に
毎
週
１
回
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
歯
み
が
き
の
励
行
や

お
や
つ
の
と
り
方
を
考
え
る
な

ど
、
日
ご
ろ
か
ら
の
む
し
歯
予
防

が
大
切
で
す
。

継
立
小
学
校
で

　
　
フ
ッ
化
物
洗
口
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国際交流センター

【問い合わせ】 教育委員会社会教育グループ ☎ 72-1117

【日 時】　　３月１９日㈯
               １４：００～１５：３０
【場 所】　カルチャープラザ「Ｅｋｉ」　多目的ホール
【内 容】
　平成２２年度海外研修された方およびＡＬＴ（外
　国語指導助手）による海外研修の報告をします。
【海外研修報告者】
　・青年農業者（栗山町農業教育振興会海外研修
　　事業）
　・北海道介護福祉学校（フィンランドとの交換留
　　学事業。引率者から見た、学生たちの変化）
　・少年ジェット（少年ジェット「希望の翼」事業）
　・元栗山町ＡＬＴ　クーリー・クリスタル・リー氏
　　（栗山町で学んだこと）
　・栗山町ＡＬＴ（日米の教育現場の違い）
【対 象】　一般町民
【入 場 料】　無料

国際交流のつどい

画
伯
・
桑
原
宏
の
世
界

　《
油
絵
・
デ
ッ
サ
ン
展
》

■
日
　
　
時　

　

３
月
５
日
㈯
～
13
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

　

※
月
曜
日
休
館
日

■
場
　
　
所

　

長
沼
町
図
書
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
（
中
央
南
２
）

■
入
場
料　

無　

料

■
主
　
　
催

　

長
沼
町
教
育
委
員
会

■
後
　
　
援

　

長
沼
町
文
化
協
会

■
問
い
合
わ
せ

　

長
沼
町
教
育
委
員
会

　

☎
�
２
１
１
１

N
orth Saxphone Q

uartet
コ
ン
サ
ー
ト

■
日
　
　
時
　
３
月
25
日
㈮ 

　

開
場　

午
後
６
時

　

開
演　

午
後
６
時
30
分
～

■
場
　
　
所

　

長
沼
町
民
会
館
（
中
央
南
２
）

■
内
　
　
容

ジ
ャ
ズ
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
ポ
ッ
プ
ス
・

日
本
の
歌
を
サ
ッ
ク
ス
、
ピ
ア
ノ
で
演

奏
し
ま
す
。

■
入
場
料

　

前
売
券　

５
０
０
円

　

当
日
券　

７
０
０
円

　

中
学
生
以
下
は
無
料

■
主
催
・
問
い
合
わ
せ

　

長
沼
町
教
育
委
員
会

　

☎
�
２
１
１
１

南
幌
町
民
劇
団
ポ
ロ
モ
イ

「
ポ
ロ
モ
イ
の
春

　
み
ず
ほ
保
育
所
が
で
き
る
ま
で
」

～
菩
提
寺
に
で
き
た
南
幌
初
の
保
育
所
～

■
日
　
　
時　

３
月
27
日
㈰

　

開
場　

午
後
１
時
30
分

　

開
演　

午
後
２
時
～

■
場
　
　
所

　

南
幌
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　
（
中
央
２
）

■
出
　
　
演

南
幌
町
民
劇
団
ポ
ロ
モ
イ

■
入
場
料　
無
料

■
主
催
・
問
い
合
わ
せ

　

南
幌
町
民
劇
団
ポ
ロ
モ
イ

　

☎
0
9
0
（
2
0
７
３
）
５
４
５
８

　経済的な理由により就学が困難な方に対して奨
学金を貸与しています。奨学金貸与を希望される方
は、お問い合わせください。
■対 象
　栗山町の住民もしくは栗山高等学校の卒業者
　大学生・専修学校生（専門学校は除く）
■奨 学 金
　月額５万円貸与（年４回払込）
■選 考 方 法
　運営委員会で選考の上、本人に通知（５月下旬予定）
■提 出 書 類

奨学生採用願書・家庭状況書・奨学生推薦書・
学業成績証明書・所得証明書・戸籍謄本

※継続者も戸籍謄本以外は提出してください。各種
様式は教育委員会にてお受け取りください。
■申 込 期 限　４月２１日㈭
■申込先・問い合わせ
　教育委員会学校教育グループ　☎７２－１１１７

奨学生募集 !奨学生募集 !
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▼ 

先
日
、
雨
煙
別
小
学
校 

コ
カ
・
コ
ー
ラ
環
境
ハ

ウ
ス
で
宿
泊
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
管
理
人
さ

ん
に
聞
き
ま
す
と
冬
期
間
も
町
内
、
町
外
、
道
外

か
ら
宿
泊
す
る
団
体
が
入
っ
て
お
り
、
２
月
中
旬

か
ら
は
１
ヵ
月
間
栗
山
で
の
職
業
体
験
を
通
し
て

宿
泊
し
て
い
く
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
冬
期
間
も

様
々
な
体
験
が
出
き
、
ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
く
り
や
ま

と
連
携
を
取
り
な
が
ら
運
営
を
行
っ
て
い
く
事
は
、

大
変
な
苦
労
だ
と
思
い
ま
す
。
１
年
中
活
用
で
き

る
雨
煙
別
小
学
校 

コ
カ
・
コ
ー
ラ
環
境
ハ
ウ
ス
を

活
用
し
て
欲
し
い
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。 （
太
田
）

▼
取
材
で
携
帯
電
話
を
落
と
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
こ
は
見
渡
す
限
り
雪
の
世
界
。
5
分
ほ
ど
探
し

ま
し
た
が
、
見
つ
か
る
は
ず
も
な
く
す
ぐ
に
あ
き

ら
め
ま
し
た
。
仕
事
の
遅
さ
と
反
比
例
し
て
あ
き

ら
め
の
早
さ
は
一
級
品
で
す
。
も
う
少
し
探
せ
と

顔
に
書
い
て
あ
っ
た
妻
を
家
に
置
き
ざ
り
に
し
、

す
ぐ
に
お
店
に
向
か
い
ま
し
た
。
自
然
学
習
の
取

材
で
、
動
物
や
虫
の
色
や
形
に
は
意
味
が
あ
る
と

学
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
失
く
し
た
携
帯
電
話

は
虫
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
に
見
つ
か
ら
な
い

よ
う
に
雪
に
隠
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
私
は
新

し
く
黒
い
携
帯
電
話
を
選
び
ま
し
た
。　
　
（
渡
辺
）

編
集
後
記

冬のハサンベツ里山で、くりやまの自然を体験する学習が
行われました。子どもたちは、自然の役割や仕組みなどを
直接肌で感じ、生き生きとした表情で学習していました。・2 月 2 日 継立中学校、2 月 9 日 角田小学校


